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ど
け
の
山
中
の
病
公
と
か
、
あ
る
い
は
口

じ
泊
し
イ
-
i

る
H
v
h、
気
管
支
、
回
H
な
と

の
州
γ
バ
が
腐
敗
性
の
カ
ス
を
発
生
さ
せ

七
リ
.
異
常
発
H
w
'
T
P
U
-
-
J
h
」
リ
す
る

が
あ
り
ま
す
c

例
え
は
慢
性
到
炎

長
脹
症
気
管
支
拡
張
症
な
ど
カ
そ
れ

て
す
。

ま
た
胃
炎
、
回
同
下
垂
な
ど
消
化

器
系
の
病
気
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
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緑がま すま す深ま ってきた 5月21日、東小学校で 1・2学年 合同の「こいのぼり 運動 会」 が聞 かれ ました。 この運

動会は、親子 ともども 青 空の下で元気 い っぱし、に体を動かそうとい うもので、親子 で行 う「大玉 お くり J(写真)r親子

ほ うしと り」のほか 「かけ っこJ r竹 ひき」などに、みんなの歓声カ、わ きあが って いました。

市民の動 き

( 5月 1日現在)
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臨時市議会聞く-

健康診査を受 けよ う....
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議長に竹内さん

えつ広報戸市888号第 888号~

副議長に中村さんを選出
臨時市議会聞く

。
上
原

窓、

O
斉
藤
吉
栄
、
茅
野
光

昭
、一
雨
途
利
秋
、
小
泉
速
夫
、
池
上
一

巳
、
今
井
正

昭

、

織

内

伝

マ
産
業
経
済
委
員
会

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
い

っ
そ
う
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
か
ら
の
御

今
年
は
、
上
田
市
の
長
期
基
本
構
想
指
導
御
鞭
躍
を
さ
ら
に
お
願
い
申
し

を
策
定
し
て
八
年
目
に
入
り
、
私
も
市
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
こ
に
重
ね
て

政
を
担
当
し
て
二
年
目
を
迎
え
た
わ
け
御
当
選
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

で
す
が
、
今
ま
で
市
議
会
議
員
の
皆
様
こ
こ
で
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、

の
御
協
力
と
市
民
の
皆
様
の
槌
か
い
御
市
議
会
議
員
故
杉
松
進
さ
ん
に
謹
ん
で

理
解
に
よ
り
、
計
画
行
政
の
実
現
と
効
哀
悼
の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。
杉
松

率
的
な
市
行
政
の
推
進
に
最
善
の
努
力
進
議
員
の
突
然
の
計
緋
に
接
し
、
前
日

五
月
十
二
日
、
市
議
会
臨
時
会
が
聞

か
れ
、
正
副
議
長
選
挙
、
監
査
委
員
の

選
任
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
長
に
竹
内
義
憲
さ
ん
、
副
議

長
に
中
村
寛
さ
ん
、
監
査
委
員
に
石

井
重
義
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま

し
た
。

議

長

竹
内
義
憲
さ
ん

山肱
業、

市
議
凶
則
、

六
十
二
歳
、
上

手

任

就

あ

市
長
あ
い
さ
つ
要
旨

副
議
長

中
村

寛
さ
ん

士平
農
業

市
言語i
五
期

ノ、

十

品交

黒

、EEtu 

つ

さ

上
田
市
議
会
議
長

上
回
築
城
四
百
年
の
記
念
す
べ
き
年

に
当
た
り
、
は
か
ら
ず
も
上
田
市
議
会

の
御
推
薦
を
い
た
だ
き
、
議
長
に
就
任

い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と

と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
き
を
深
(

庁
間
戚
ψ

ーし，

t
レ
ね
?
骨

Lι

，
T
h，φ

、d
v
y
t

い
ふz
b
f
。

期
は
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
二
年
、
敬

ん
小
令
官

手
伊
ゃ

m関

マ
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会

竹

内

義

憲

も
と
よ
り
至
ら
ぬ
者
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、

議
員
各
位
を
始
め
、
理
事
者
、
並
び
に

べ
人
た
つ

市
民
の
皆
様
の
御
指
導
、
御
鞭
躍
に
よ

り
、
市
政
の
発
展
と
円
滑
な
議
会
運
営

の
た
め
に
全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
ご

ざ
い

ま
す
。

中
ヨ

百
凶

b
q
'
A
W
ar-古
田
市
川γ
品
眠
ω
u
m

‘
。
る
ノ
J
t

、mw
'*m-

利
、
古
金
昭
夫
、
堀

内

伝

、

小

林
軍

治、

川
上

清
、
松
崎
喜

一
、
斉
藤
吉

栄
、
茅
野
光
昭
、
春
原
笑
男

監
査
委
員

石
井
重
義
さ
ん

会
社
役
員
、
市
議
三
期
、
五
十
九
歳

半
過

要
課
題
が
山
積
し
、
こ
れ
ら
を
解
決
す

る
に
は
な
お
い
っ
そ
う
の
努
力
が
必
要

で
あ
り
、
市
議
会
の
役
割
も
い
よ
い
よ

重
大
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

十
一
万
市
民
の
御
期
待
に
こ
た
え
る

べ
き
最
善
の
努
力
を
い
た
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ど
う
か
市
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
格
段
の

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
、
つ
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
議
長
就
任
の

ご
あ

い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

ま
で
の
お
元
気
な
お
姿
を
思
い

浮
か
べ

ま
す
と
き
、
い
ま
だ
に
信
じ
ら
れ
ず
、

誠
に
痛
恨
の
情
に
堪
え
な
い
次
第
で
す
。

杉
松
進
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
二
年
五

丹
市
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
、
以
来
四

期
十
六
年
間
市
政
に
参
画
し
、
す
ぐ
れ

た
識
見
と
熱
誠
と
を
も
っ
て
市
政
の
推

ま
い

L
A

進
に
遁
進
さ
れ
、
多
大
な
功
績
を
立
て

ら
れ
ま
し
た
。

去
る
四
月
二
十
四
日
の
市
議
会
議
員

選
挙
に
は
衆
望
を
担

っ
て
五
た
び
当
選

し
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
た
矢
先
の
出
来
事
で
あ
り
、
誠
に
残

念
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
杉

松
さ
ん
の
多
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
の

発
展
と
社
会
公
共
の
た
め
に
尽
き
れ
た

功
績
は
、
不
滅
の
も
の
で
す
。

こ
こ
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

め
い

れ
〈

心
か
ら
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会
の

構
成
決
ま
る

市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
、
特
別
委

員
会
委
員
の
構
成
が
、
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
委
員

判 。
冊こは

ド5
5敬長
R祢
告略o

'i 
副
委
員
長

任



賜
り
ま
す
よ
う
お
一

誠
に
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
の
た
め
に
全
力
を
傾
注
す
る
所
存

で

ご

願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
議
長
就
任
の

吋

と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
き
を
深
〈
ざ
い
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

~

痛
感
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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H
B吉
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Z
R判
事
ん

仰
町
.
合
同
占
唱
如
山
砂
川
‘
J
小山北崎は主人
、
由叫
L
4

一

巳
、
今
井
正
附
、
場

内

伝

マ
産
業
経
済
委
員
会

。
山
ド
則
夫
、
O
成
以
拾
也
、
松
崎
嘉

一、

長
谷
川
忠
男
、
竹
田
忠
一

、
中
国

定
男
、
古
金
昭
夫
、
石
井
重
義
、
小
山

正
俊

マ
厚
生
委
員
会

。
版
原
徳

一
、

O
小
池
重
徳
、

加
藤
一

幸
、
制
下
司
、
林
允
、

一本
沢
達
、

中

村

覚

、
小
林
平
治
、
村
上
和
夫

マ
建
設
水
道
委
員
会

。
佐
雌
良
和
、

O
母
袋
悦
男
、
川
上

出
、
土
屋
勝
利
、
松
野
量
平
、

竹
内
義

車
、
春
原
実
男
、

中
沢
一

広
、
多
国
忠

正

t: えつー (3)一一一一 昭和58年 6月1日 広 報

特
別
委
員
会
委
員

。
は
委
貝
長
、

O
は
副
委
員
長
、
任

期
は
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
二
年
、
敬

払
称
略

マ
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会

。
時
袋
悦
男
、

f
一
成
以
折
也
、
竹
内
義

憲
、
中

村

覚

、

瀬

下

司

、
小
林
軍

治、

村
上
和
夫、

石
井
重
義
、
葦
沢

達
、
竹
田
忠
一

、
春
原
実
男

マ
国
道
バ
イ
パ
ス
特
別
委
員
会

。
中
沢
一
広
、

O
腰
原
徳

一、

竹
内
義

憲、

中
村

寛、

川
上

清

、

長

谷

川

忠
男
、
茅
野
光
昭
、
高
遠
和
秋
、

土
屋

勝
利
、
古
金
昭
夫
、
松
野
量
平
、
春
原

実
男
、
佐
藤
良
和
、
母
袋
悦
男

マ
別
所
線
対
策
特
別
委
員
会

。
多
田
忠
正
、

O
斉
藤
吉
栄
、
竹
内
義

憲、

中
村

寛
、
宮
下
則
夫
、
甲
固
定

男
、
今
井
正
昭
、
松
崎
喜
一
、

小
泉
連

夫
、
佐
藤
良
和
、
小
山
正
俊

マ
高
速
自
動
車
道
対
策
特
別
委
員
会

。
竹
内
義
憲
、

O
中
村

寛
、
土
屋
勝

桜
井
さ
ん
が
繰
り
上
げ
当
選

桜井啓喜さん
(無所属・前)

自
営
業
、
五
十
一
歳
、
常
田
二
|
三

三
|

一
凹

(北
常
国
)

四
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
市
議
会

議
員
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
杉
松
進
市
議

(
公
明
)
が
五
月
十
日
急
逝
さ
れ
た
た

め
、
五
月
十
八
日
に
選
挙
会
が
聞
か
れ
、

次
点
だ

っ
た
桜
井
啓
喜
さ
ん
の
繰
り
上

げ
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

公
職
選
挙
法
で
は
、
選
挙
後
三
か
月

以
内
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
法
定
得

票
数
に
達
し
て
い
る
次
点
者
の
繰
り
上

げ
当
選
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

利
、
+白
金
昭
夫
、
堀

内

伝

、

小

林

軍

治、

川
上

清
、
松
崎
喜

一
、
斉
藤
吉

栄
、
茅
野
光
昭
、
春
原
実
男

議
会
運
営
委
員
決
ま
る

議
会
運
営
委
員
会
委
員
が
、
次
の

と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

。
は
委
員
長
、

O
は
副
委
員
長
、
敬

ん
小
々
合

手
応
、
岡
山
"

。
堀
内

伝、

O
成
沢
捨
也
、
母
袋
悦

男
、
古
金
昭
夫
、
今
井
正
昭
、
小
泉
連

夫
、
石
井
重
義
、

加
藤
一
幸
、
小
山
正

向久

各
種
議
員
及
び
委
員

任
期
は
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
二
年
、

JM1
ん
小
々
合

付句
玉
、
田

マ
農
業
委
員
会
委
員

松
崎
喜

一、

小
池
重
徳
、
松
野
量
平
、

堀
内

伝

マ
上
田
市
外
八
か
町
村
病
院
組
合
識
会

議
員

加
藤

一
幸
、
宮
下
則
夫
、
土
屋
勝
利
、

瀬
下

司
、
小
泉
連
夫
、

竹
田
忠
一
、

林

允
、
葦
沢
達
、

竹
内
義
憲
、
今

井
正
昭

マ
上
小
衛
生
施
設
組
合
識
会
議
員

高
遠
和
秋
、
土
屋
勝
利
、
成
沢
捨
也
、

竹
田
忠
一
、
林

允
、
上
原
憲
、
母

袋
悦
男
、
葦
沢
達
、

小
山
正
俊
、
春

原
実
男
、
堀
内

伝
、
村
上
和
夫

マ
上
田
市
・
真
田
町
じ
ん
か
い
規
却
場

組
合
議
会
議
員

長
谷
川
忠
男
、
瀬
下
司
、
小
泉
連
夫
、

成
沢
捨
也
、
腰
原
徳

一
、
斉
藤
吉
栄、

一ぷ沢

達
、
小
林
寧
治
、
中
沢
一
広
、

多
国
忠
正

マ
大
星
斎
場
組
合
議
会
議
員

長
谷
川
忠
男
、

加
藤
一
幸
、
斉
藤
吉
栄
、

上
原
憲
、

甲
回
定
男
、
葦
沢

達、

中
沢

一
広
、

多
田
忠
正

マ
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

議
員

川
上

清

、

松

崎
喜
一
、

小
池
重
徳
、

斉
藤
吉
栄
、

上
原

態
、
甲
固
定
男
、

松
野
量
平
、

竹
内
義
憲
、

中
村

寛、

今
井
正
昭
、
村
上
和
夫

マ
真
田
町
外
一
市
一
町
共
有
財
産
組
合

議
会
議
員

茅
野
光
昭
、
宮
下
則
夫
、
古
金
昭
夫、

堀
内

伝、

小
林
軍
治
、
多
国
忠
正

マ
青
木
村
及
び
上
田
市
共
有
財
産
組
合

議
会
議
員

小
泉
速
夫
、
斉
藤
吉
栄
、

竹
田
忠
一
、

石
井
重
義
、

竹
内
義
憲
、
小
山
正
俊、

中
村
寛
、

小
林
軍
治
、

中
沢

一
広

マ
上
小
老
人
福
祉
施
設
組
合
議
会
議
員

斉
藤
吉
栄
、
林

允
、
甲
固
定
男
、
多

国
忠
正

マ
防
災
会
議
委
員

松
崎
喜

一
、
加
藤
一
幸
、
高
遠
和
秋、

竹
内
義
憲
、
春
原
実
男
、

中
村

寛

マ
駐
車
編
管
理
委
員
会
委
員

斉
藤
吉
栄
、
松
野
量
平
、
石
井
重
義

マ
塩
田
地
区
有
線
放
送
電
話
運
営
委
員

会
委
員

。
は
委
員
長
、

O
は
副
委
員
長
、
任

期
二
年
、
敬
称
略

マ
総
務
文
教
委
員
会

支
円
誼
蹄
古
ロ
品
淳
、

仲
昨
説
肺

a
R訓
刊

マ
募
金
審
査
委
員
会
委
員

斉
藤
吉
栄
、
林
允
、
絵
野
量
平

マ
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

茅
野
光
昭
、
小
池
重
徳
、
宮
下
則
夫
、

葦
沢
達
、
春
原
実
男

マ
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

瀬
下

司

、
斉
藤
吉
栄

マ
国
立
東
信
病
院
整
備
促
進
委
員
会
委

員土
屋
勝
利
、
竹
田
忠
一

、
池
上
一

巳
、

小
林
軍
治

マ
公
害
対
策
審
議
会
委
員

川
上

清、

加
藤
一
幸
、
高
遠
和
秋、

小
山
正
俊

マ
安
全
会
議
委
員

松
崎
喜
一
、
土
屋
勝
利
、
竹
内
義
憲

マ
旅
館
建
築
審
査
会
委
員

川
上

清

、

今

井
正
昭

マ
民
生
委
員
推
せ
ん
会
委
員

腰
原
徳

一、

中
沢
一
広

マ
塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
運
営
審
譜

会
委
員

瀬
下

司
、
林

允

マ
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

川
上
清
、
瀬
下
司
、
池
上
一
巳
、

古
金
昭
夫
、
今
井
正
昭
、
村
上
和
夫

マ
解
放
会
館
運
営
審
議
会
委
員

小
泉
速
夫
、
村
上
和
夫

マ
部
落
解
放
審
議
会
委
員

小
泉
連
夫
、
村
上
和
夫

マ
同
和
対
策
事
業
推
進
委
員
会
委
員

小
池
重
徳
、
堀
内
伝

マ
産
院
運
営
審
論
会
委
員



宮
下
則
夫
、
古
金
昭
夫
、
石
井
重
義
、

議
会
委
員

宮
下
則
夫
、
腰
原
徳

一
、
佐
藤
良
和
、

小
山
正
俊

川
上
清
、
長
谷
川
忠
男
、
茅
野
光
昭
、
上
原
意
、

竹
内
義
憲
、

中
村

寛

マ
林
道
蝶
ケ
原
線
管
理
委
員
会
委
員

宮
下
則
夫
、
土
屋
勝
利
、
成
沢
捨
也
、

マ
建
築
審
査
会
委
員

申

固

定

男

、

竹

内

義

憲

古

金

昭

夫

、

一

本

沢

達

、

中

村

寛

佐

藤

良

和

マ

農

政

推

進

協

議

会

委

員

マ

交

通

運

輸

対

策

会

議

委

員

マ

消

防

委

員

会

委

員

{日
下
則
夫

、

佐

磯

良

和

長

谷

川
忠
男
、

池
上
一

巳
、
春
原
実
男
、
瀬
下
司
、
甲
田
定
男
、
葦
沢
達
、

マ
林
業
構
造
改
善
推
進
協
議
会
委
員

中

村

寛

今

井

正

昭

石
井
重
義
、
多
田
中
川
正

マ
土
地
開
発
公
社
理
事

マ
社
会
教
育
委
員

マ
農
業
構
造
改
善
事
業
協
議
会
委
員

腰
原
徳
一
、
上
原
意
、
甲
田
定

男

、

茅

野

光

昭

古

金

昭

夫

、

春

原

実

男

母

袋

悦

男

マ
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
委
員

マ
農
村

総

合

整

備

モ

デ

ル

事

業

推

進

協

マ

産

業

開

発

公

社

社

員

池

上
一

巳

は、

別
に
一

人
千
円

(
公
費
負
担
二
千

川

う
ぶ
ん
に
取
れ
な
く
な
り
、
発
育
が
そ

四
百
四
十
六
円
)
か
か
り
ま
す
。

川

b
暗
唱

こ
な
わ
れ
る
。

〈

検

診

費

用

免

除

者

〉

州

三

主

主

一

一

一

J
U
K

②
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
か
ま
な
い
た
め
、
あ

O
七
十
歳
以
上
(
寝
た
き
り
認
定
者
は

川
一
一
一
主
主
ヨ
二

L
U
h
F

ご
や
顧
の
発
育
に

M
群
が
あ
る
。
(
ゆ
が

六
十
五
歳
以
上
)
の
か
た
は
、
医
療
受

川
=
二
戸
主
三

U
F
.

ん
だ
顔
や
受
け
口
な
ど
)

給
者
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

川

三

回

二

ヨ

三

庁

J
，

③
乳
歯
が
虫
歯
に
な
る
と
、
永
久
前
と

O
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世

川
三
t
E
K
=
一

L
L
、

の
生
、
ぇ
代
わ
り
が
う
ま
く
い
か
ず
的
並

帯
の
か
た
は
、
検
診
前
に
保
健
予
防
課

州

=

面

己

二

M
H
V

び
が
悪
く
な
る
。

に
電
話
な
ど
で
健
康
診
査
受
診
証
を
御

川

匡

晴

晴

E

ヂ
レ
'

④
乳
歯
が
虫
歯
に
な
る
と
永
久
歯
も
虫

請
求
く
だ
き
い
。

川

-
一

歯
に
な
り
や
す
い
。

〈

検

診

日

時

〉

川

⑤
ひ
ど
い
虫
的
を
放
っ
て
お
く
と
、
ば
い

都
合
の
よ
い
日
に
直
接
、
病
医
院
に

川

上
田
市
に
お
け
る
三
歳
児
の
虫
歯
保
菌
の
毒
素
が
全
身
に
ま
わ

っ
て
、

目、

行
っ
て
い
た
だ
い
て
け
つ
こ
う
で
す
が
、

川

有
者
率
は
、
七
年
前
の
昭
和
五
十
一
年
心
臓
、
腎
臓
、
皮
膚
、
神
経
な
ど
全
身

診
療
時
間
内
で
も
手
術
な
ど
で
休
診
の

川

に
は
六
七
・
七
%
だ

っ
た

の

が

五

十

的

な

病

気

を

併

発

す

る

。

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
御
確
認
の
う

川

七
年
度
に
は
四
六
・
七
%
と
約
二
O

%

⑥
内
向
的
な
性
格
に
な
る

え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

川

も
減
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
若
い
お
な
ど
、
精
神
面
へ
も
い
ろ
い
ろ
な
悪
桜

〈

検

診

病

医

院

〉

川

母
さ
ん
方
の
日
ご
ろ
の
努
力
と
、
子
供
響
を
及
ぽ
し
ま
す
。
し
か
し
、
子
供
の

市
内
全
病
医
院

川
た
ち
の
周
固
め
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
虫
歯
は
、
周
固
め
大
人
た
ち
が
注
意
し

0

0

川

た

か
ら
で
し
ょ
う。

合
い
気
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
予

御
希
望
の
皆
さ
ん
に
は
「
健
康
手
緩
」

川

子
供
の
虫
歯
は
、

防

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

こ

れ

か

ら

を
差
し
上
，
け
て
い
ま
す
。
御
自
分
の
健

川

①
食
物
を
じ
ゅ
、
7
ぷ
ん
に
か
み
(
だ
(
も
地
域
ぐ
る
み
で
、
か
わ
い
い
子
叫
聞
を

事
管
理
に
お
世
立
て

(
r
p
ぃ
。

州
、
、

t
が
で
B

G
い
た
め
、
主
主
が

t
ゅ

虫

歯

か

ら

?

っ

て

A
げ
ま

L
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小
池
沼
徳
、
高
川
勝
土
日
栄
、
春
原
実
男
、

中

村

克

マ
中
小
企
業
融
資
あ
っ
せ
ん
委
員
会
委

員長
谷
川
忠
男
、
成
れ
折
也
、
竹
田
中
川
一

マ
小
売
商
業
活
動
調
整
審
議
会
委
員

高
速
和
秋
、
成
似
品
川也
、
母
袋
悦
男

マ
労
働
福
祉
施
設
運
営
審
議
会
委
員

長
谷
川
忠
男
、

加
必
一
幸
、
母
袋
悦
男

マ
農
換
振
興
融
資
あ
っ
せ
ん
委
員
会
委

員

健
康
診
査
を
受
け
よ
う

え

(保
健
予
防
課
保
健
係
官
⑫

4
1
0
0内
線

2
8
9
有
線
②

0
7
2
1
)

つ

必
化
は
招
か
れ
ざ
る
客
で
す
が
、
そ

れ
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
健
や
か
に
美
し
く
老
い
る
た

め
の
知
恵
は
大
切
で
す
し
ぺ
病
に
か
か

っ
て
も
立
ち
直
る
だ
け
の
気
力
と
体
力

は
、
ふ
だ
ん
か
ら
つ
け
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。

最
近
で
は
、
ガ

ン
に
円
以
も
多
く
命
を

ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
成
人
病
の
脅
威

も
軽
視
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
上

田
市
医
師
会
の
御
協
力
に
よ
り
、
四
十

広報

す

歳
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

成
人
病
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
た
健

康
診
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
健
康
で
長

生
き
を
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
健
康
診
査
を

お
受
け
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
検
診
対
象
者
〉

四
十
歳
以
上
の
市
民
の
皆
き
ん

〈
検
診
内
容
〉

(
一
般
診
査
)
問
診
、
血
圧
測
定
、

尿
検
査
、
理
学
的
検
査

一
般
診
査
の
結
果
、
特
に
必
要
な
か

た
に
は
、
心
電
図
、
眼
底
、
肝
機
能
、

血
糖
な
ど
の
精
密
診
査
を
行
い
ま
す
。

〈
検
診
費
用
〉

一
人
百
円
(
公
費
負
担
千
四
百
十
一

円
)
、
検
診
当
日
に
病
医
院
で
お
支
払
い

(
だ
き
い
。
精
密
診
査
の
必
高
実
な
か
た

マ
図
書
館
協
議
会
委
員

池
上
一

巳

マ
博
物
館
協
議
会
委
員

茅
野
光
昭
、
松
野
口
一
旦
平

マ
信
滋
国
分
寺
資
料
館
協
議
会
委
員

茅
野
光
昭
、
松
野
量
平

マ
上
小
康
業
共
済
組
合
理
事

竹
内
義
憲

比
例
代
表
選
挙

(
全
国
区
)

す
る
と
、
せ
っ
か
く
の
役
票
が
無
効
と

な
り
ま
す
の
で
、
じ
ゅ
う
ふ
ん
御
何
回
立

ト
』
主
」
い

当
選
人
の
決
定
以
・
。
.

為
政
党
の
件
余
数
に
い
比
し
て
、
々
行

t

党
に
中
寸
述
人
の
数
か
配
分
旬
、

t
ま
す
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この選挙(投票日6月26日〉から変わります

川 88一 (1)一一一 昭和58年 6}]11::1-一一広報うえだ く選挙特集〉

一
人

6
円

(
公
費
負
初
一
千
四
百
十
一

円
て
験
診
当
日
に
病
医
院
で
お
支
払
い

(
だ
き

い

精
密
診
査
の
必
要
な
か
た

御
希
望
の
皆
さ
ん
に
は
「健
康
手
帳
」

川

子
供
の
虫
歯
は
、

を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
御
自
分
の
健

川

①
食
物
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
か
み
く
だ
く

康
管
理
に
お
役
立
て
〈
だ
き
い
。

川

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
栄
養
が
じ
ゅ

政党に投票ぽす

公示6月3日

参議院の選挙制度
区〉ー→ 比例代表選挙・国〈全

選挙区選挙個人に投票直区〉ー方(盟
7月 9日任期満了となる参議院議員通常選挙は、 6月26日に行われる予定で 1

昨年の公職選挙法の改正により、今までの全国区制度が比例代表制に改め られ、 この選

挙から初めて行われることになります。

内容を理解され、 制度がじゅっぷん生かされる ょ っ、特に大きく変わった点 を紹介しま

す。

品
仙
刷
閃
仲
川
主
説
明
湾
、
越
す

(全
国
区
)

v

一
れ
ま
で
の
参

A
院
古
川
以
の
山
市
プ学

は

ん
t
凶
を
一
つ
の
法
学
以
一
と
し
て
選

挙
が
行
わ
れ
た
た
め
、

レ
伺
権
者
に
と
っ

て
は
、
候
補
者
の
選
択
が
困
難
で
あ
り
、

候
補
者
に
と

っ
て
は
、
膨
大
な
経
貨
を

要
す
る
な
ど
の
著
し
い
弊
蓄
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
今
固
め
改
正
で
は
、
従

米
の
候
補
者
中
心
の
選
挙
か
ら
政
党
中

心
の
選
挙
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

政党名を記載する。投
票
は
・・・

し
た
が

っ
て
、
今
ま
で
の
選
挙
で
は
、

投
票
用
紙
に
候
補
者
名
を
書
い

て
投
票

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
政
党
の

名
称
ま
た
は
略
称
を
記
入
す
る

こ
と
に

な
り
ま
す
。

う
っ

か
り
候
補
者
名
を
記
入
し
た
り

名簿に登載された候繍者の氏名を書いたものは無効。

す
る
と
、
せ
っ
か
く
の

投
票
か
無
効

t

な
り
ま
す
の
で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
御
同
国
立

く
だ
さ

い
。

政
党
と
は
:

『
政
党
名
を
記
入
す
る
』
と
い

っ
た

場
合
、
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
政
党

が
届
け
出
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ω五
人
以
上
の
所
属
の
国
会
議
員
を
有

す
る
こ
と
。

ω直
近
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
ま
た
は

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
け
る
比
例

代
表
選
出
議
員
の
選
挙
、
も
し
く
は
選

挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
い
て
、
全

有
効
投
票
の
四
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
の
得

票
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ω十
人
以
上
の
比
例
代
表
選
出
議
員
候

補
者
及
び
選
挙
区
選
出
議
員
候
補
者
を

有
す
る
こ
と
。

以
上
川

ωω
の
う
ち
、
い
ず
れ
か

一

つ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
政
党
そ
の

他
の
政
治
団
体
が
、
候
補
者
名
簿
を
提

出
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
届
出
政
党
と
な

り
ま
す
。

候
補
者
名
簿
と
は
・...
 

他
の
選
挙
の
よ
う
に
、
個
人
に
よ
る

立
候
補
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
候
補
者

に
な
る
た
め
に
は
政
党
の
提
出
す
る
候

補
者
名
簿
に
笠
峨
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん。

こ
の
候
補
者
名
簿
は
、
政
党
が
作
成

し
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
名
簿
に

だ
れ
を
登
載
し
、
ど
の
よ
う
な
順
位
で

登
載
す
る
か
は
、
各
政
党
が
自
由
に
決

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

モ
し
さ
メ
を

/
-
M
F。
こ
と
に
』
，
て

I

防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
ぐ
る
み
で
、
か
わ
い
い
子
供
を

虫
歯
か
ら
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
、7
.

当
選
人
の
決
定
は

各
政
党
の
得
票
数
に
応

t
て、

持
政

党
に
当
選
人

の
数
が
配
分
き
れ
ま
す

各
政
党
は
、

配
分
さ
れ
た
当
必
人
の

数
ま
で、

候
補
者
名
簿
に
記
出
帆
さ
れ
た

順
位
に
よ
リ
当
選
人
を
決
定
し
ま
す
ー

選
挙
運
動
は
・.

比
例
代
表
選
挙
で
は
、
候
補
者
個
人

に
よ
る
選
挙
運
動
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

す
べ
て
政
党
が
行
い
ま
す
。

政
治
活
動
は
・・・

候
補
者
名
簿
を
届
け
出
た
政
党
は
、

選
挙
則
間
中
、
政
談
演
説
会
、
街
頭
政

談
演
説
会
の
開
催
、
政
治
活
動
用
の
ビ

ラ
の
頒
布
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど
の

政
策
宣
怯
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

政
党
の
選
択
は
・
・
・
・

候
補
者
名
簿
に
は
だ
れ
が
ど
の
よ
う

な
順
位
で
登
載
さ
れ
て
い
る
か
、
政
策

は
、
な
ど
各
政
党
が
行
う
選
挙
辺
動
、

政
見
欣
送
、
新
聞
広
血
口
、
選
挙
公
報
を

通
じ
て
知
ら
さ
れ
ま
す
の
で
、
よ
く
見

き
わ
め
て
投
票
す
る
政
党
を
選
び
ま
し

ト品、「ノ
。選

挙
区
選
挙

(
地
方
区
)

今
ま
で
の
「
地
万
区
」

(
地
万
…
必
出

議
員
選
挙
)
は
名
称
が
変
わ
り
、

選
挙
区

選
挙
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ち
ら
は
、
投
票
用
紙
に
、
今
ま
で

ど
お
り
候
補
者
名
を
記
入
し
て
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。
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。
投
票
で
き
る
人

投
票
日
現
在
、
満
二
十
歳
以
上
の
人

(
昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
七
日
以
前

に
生
れ
た
人
)
で
三
月
一
日
以
前
か
ら

三
か
月
以
上
引
き
続
き
上
田
市
に
住
ん

で
い
て
住
民
票
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

で
す
。

O
転
出
者

三
月
二
日
以
後
に
上
田
市
か
ら
転
出

さ
れ
た
人
で
、
転
出
先
の
市
町
村
の
選

挙
人
名
簿
に
受
鈍
さ
れ
て
お
ら
ず
、
上

田
市
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
と
き

は
、
そ
の
登
録
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で

投
票
で
き
ま
す
。

O

転
入
者

三
月
二
日
以
後
に
、

他
市
町
村
か
ら

上
田
市
に
転
入
さ
れ
た
人
で
、
ま
だ
上

岡
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
が
、
旧
住
所
地
の
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
地
の
投

票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

O
市
内
転
居
者

五
月
二
十
日
ま
で
に
市
内
で
住
所
を

呉
動
し
、
市
役
所
市
民
課
、
ま
た
は
各

支
所
で
転
居
の
手
続
き
が
済
ん
で
い
る

人
は
、
新
し
い
住
所
地
の
属
す
る
投
票

所
で
投
票
で
き
ま
す
。
五
月
二
十
一
日
以

後
の
市
内
転
居
者
は
、
前
住
所
地
の
属

す
る
投
叫
が
所
て
校
察
し
て
く
だ
さ
い
。

た
と
え
ば
、
学
生
な
ど
で
、
修
学
の

た
め
寮
や
下
宿
な
ど
に
住
ん
で
い
る
場

合
の
住
所
は
、
原
則
と
し
て
寮
や
下
宿

に
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
学
生
な
ど
で
こ
れ
ら
に
該
当

す
る
人
は
、
入
場
券
が
郵
送
さ
れ
て
も

投
票
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

。
入
場
券

入
場
券
は
、
全
部
郵
送
に
よ
っ
て
お

届
け
し
ま
す
。
投
票
日
近
く
に
な
っ
て

も
届
か
な
い
と
き
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
で
も
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、

投
票
で
き
ま
す
。

入
場
券
は
、
世
帯
あ
て
に
郵
送
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
分
を
点
線

か
ら
切
り
離
し
て
、
投
票
所
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

。
投
票
で
き
る
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

須
川
、
畑
山
、
長
入
、
岩
清
水
、
野
倉

の
各
投
票
所
は
、
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

投
票
は
、
な
る
べ
く
早
め
に
、
時
聞
の

余
裕
を
み
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

。
投
票
の
方
法

投
票
は
二
閉
山
す
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

片

uwpν
点

灯

い

ド

、

場

直

H
S
T
U
E
場
盛
山
山
遺
揖
毘
貝

mw
品
也

-
九
七
こ
年
六
月
、
国
連
人
間
環
境
会
識
が
、
人
間
環
境
の
保
全
と
改
善
を

世
界
共
通
の
努
力
目
標
と
し
た
「
人
間
環
境
宣
言
」
を
採
択
し
て
以
来
、
世
界

各
国
で
は
六
月
を
環
境
保
護
月
間
と
し
て
、
諸
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

も

、

は

「

と

「

緑

を

大

を

票
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
こ
こ

に
は
、
候
補
者
の
氏
名
を
記
載
し
ま
す
。

次
に
、
比
例
代
表
選
出
議
員
の
投
票

用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
が
、
こ
ち
ら
に

は
、
政
党
の
名
称
を
記
載
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
御
留
意

く
だ
さ
い
。

O
自
分
で
書
け
な
い
人
は
、

投
票
は
、
自
分
で
書
く
こ
と
が
原
則

で
す
が
、
手
に
け
が
を
し
て
い
た
り

字
を
知
ら
な
い
で
書
け
な
い
と
き
な
ど

は
、
投
票
所
の
係
が
代
わ

っ
て
書
い
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
、
御
遠
慮
な
く
お
申
し
出
く
だ
さ

。
不
在
者
投
票

選
挙
当
日
、
投
票
所
に
行
っ
て
投
票

で
き
な
い
人
に
か
ぎ
り
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

期
間
は
、
公
示
の
日
か
ら
投
票
日
の

前
日
ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
、
毎
日
、
選
挙
管
理
委
員

会
(
市
役
所
四
階
)
で
行
っ
て
い
ま
す
。

な
る
べ
く
早
め
に
投
票
を
済
ま
せ
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
に
お
い
で
の
際
は
、
入
場
券
(
届

い
て
い
る
と
き
)
と
印
鑑
を
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

O

市
外
に
一
時
滞
在
し
て
い
る
人
は

滞
在
地
で
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
日
十
め

rL戸
令
匂
信
周
防
浪
旦
館
館
凶
岨
仇
町

U
E
米
乎
比
百
羽
生
釆
女
悶

H
A
Z

へ

環
境
美
化
運
動
の
日 御

連
絡
く
だ
さ
い
。

O
病
院
、
老
人
ホ

l
ム
、
身
体
障
害
者

史
正
援
護
施
設
、
保
護
施
設
な
ど
で
不

在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
て
い
る
施
設

に
入
っ
て
い
る
人
は
、
そ
こ
で
投
票
で

き
ま
す
。

た
だ
し
、
歩
行
不
能
で
一
般
の
投
票

所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
限
ら

れ
ま
す
。

O
候
補
者
な
ど
の
氏
名
掲
示
は
あ
り
ま

せ
ん
。
不
在
者
投
票
が
行
わ
れ
る
す
べ

て
の
場
所
に
は
、
候
補
者
名
や
政
党
名

は
掲
示
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
投
票
す
る

際
は
、
前
も

っ
て
選
挙
公
報
な
ど
に
よ

り
、
投
票
す
る
候
補
者
名
や
政
党
名
を

承
知
し
て
望
ん
で
く
だ
さ
い
。

。
郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票

重
度
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
の
7
ち

次
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
便
に
よ
る
在

宅
投
票
が
で
き
ま
す
。

一
、
投
票
で
き
る
人

O
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
一
、
二
、

三
級
で
定
め
ら
れ
た
症
状
に
該
当
す
る

人。O
戦
傷
病
者
手
帳
所
持
者
で
、
特
別
項

症
第
二
項
症
ま
で
の
人
で
定
め
ら
れ
た

症
状
に
該
当
す
る
人
。

二
、
郵
便
投
票
・
証
明
書
の
交
付
申
請

投
票
を
希
望
す
る
人
は
、
選
挙
人
が

登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
選
挙
管
理
委

同
H
A
Z
町
禾
女
同

R
E
R
u
v
a九
に
り
ふ

1
'
o
h吐
陥
司
港
官
が

必
要
で
す
の
で
、
申
請
し
て
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
確
か
め
の
う
え
、
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

=一
、
投
票
の
手
続
き

選
挙
の
期
目
前
四
日
(
六
月
二
十
二

日
)
ま
で
に
、
本
人
自
身
の
署
名
に
よ

り
投
票
用
紙
及
び
投
票
用
封
筒
を
請
求

し
、
本
人
自
身
で
選
挙
区
選
出
議
員
選

挙
で
は
、
候
補
者
一
名
の
氏
名
を
記
載

し
、
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
で
は
政

党
名
を
一
つ
だ
け
記
載
し
、
そ
れ
ぞ
れ

定
め
た
封
筒
に
入
れ
て
署
名
し
、
本
人

が
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
の
委
員
長
に
、
必
ず
郵
便
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

投票の

便宜供与

公
選
法
、
労
働
基
準
法
な
ど
に
よ
っ

て
、
選
挙
の
当
日
、
選
挙
権
を
行
使
す

る
た
め
に
投
票
所
に
行
く
と
き
は
、
必

要
な
時
間
を
与
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
官
公
庁
の
み
で
な
く
、
広
く

す
べ
て
の
企
業
、
団
体
及
び
雇
用
主
に

U
俗
什
l
l
レ
マ
l

、、、九"叫
ev
、噌嘗
4ppaη

，、“，
h
u
j
b
m
-
v
-
T

令'



@
技
察
で
き
な
い
人

投
票
は
二
回
す
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

J

J
め
に
町
選
挙
区
選
出
議
員
の
投

山 88

九

τ
二
年
え
月
富
連
人
間
a-

環
境
全
掴
唱
が
人
間
環
境
の
保
全
と
改
善
を

世
界
共
通
の
努
力
目
僚
と
し
た
「
人
間
環
境
宣
言
」
を
採
択
し
て
以
来
世
界

各
国
で
は
九
月
を
環
境
保
譲
月
間
と
し
て
、
諸
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

上
田
市
子
も
、
入
月
中
は
「
散
乱
空
き
缶
の
追
放
を
」
と
「
縁
を
大
切
に
」
を

点
自
僚
に
環
境
保
謙
の
運
動
そ
展
開
し
ま
す

よりよい環境を求めて

だく特集〉えつーー(1)一一一一fI{沖1158年 6H1f:j-一一一ー広報

円、
市
外
に
一
時
滞
在
し
て
い
る
人
は
、

滞
在
地
で
役
票
で
き
ま
す
の
で
、
早
め

に
名
簿
登
録
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ

投
棄
を
希
望
す
る
人
は
、
選
挙
人
か

登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
の
委
員
長
が
発
行
す
る
一
証
明
書
か

環
境
美
化
運
動
の
日

5
月
却
日
に
空
き
缶
を
収
集

長
野
県
を
含
む
関
東
地
方
一
都
九
県
頭
に
各
自
治
会
の
皆
さ
ん
な
ど
の
御
協

ゴ

ミ

ゼ

ロ

で
は
、
毎
年
五
月
三
十
日

(
5
3
0
)

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
全
市
一
斉
に

を
「
環
境
美
化
運
動
の
日
」
と
定
め
、

H

散
乱
空
き
缶
な
ど
の
収
集
。
と
ぷ
エ

同
一
歩
調
に
よ
る

w
環
境
美
化
キ
ャ
ン
き
缶
な
ど
の
持
ち
帰
り
運
動
。
を
実
施

ペ
l
ン
。
を
広
域
的
に
展
開
し
て
い
ま
し
ま
し
た
。

す
。
今
年
は
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に
参
加
今
後
も
、
こ
の
運
動
が
一
時
的
な
活

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
五
月
二
十
九
日
動
と
し
て
終
わ
ら
ず
、
空
き
缶
な
ど
の

川
を
二
斉
行
動
日
」
に
決
め
、
散
乱
散
乱
防
止
と
資
源
の
有
効
利
用
を
推
進

空
き
缶
の
収
集
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

す
る
た
め
の
全
市
的
な
運
動
と
な
り
ま

上
田
市
で
も
、
五
月
二
十
九
日
に
は
す
よ
う
、
市
民
皆
さ
ん
め
い
っ
そ
う
の

こ
の
行
動
日
に
あ
わ
せ
て
、
市
長
を
先
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

p
q
p
d
p
q
p
d
D
d
b
q
b
d
D
q
D
d
D
d
p
q
D
d
p
q
D
O
D
o
p
d
p
q
b
q
D
q
D
d
p
q
b
d
b
q
D
d
b
d
 

こ
の
「
空
き
缶
入
」
の
管
理
は
、
衛

生
部
長
さ
ん
、
衛
生
係
の
皆
さ
ん
に
行

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
燃
え
る

ゴ
ミ
な
ど
が
大
量
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま

う
と
、
片
付
け
る
際
、
大
変
め
ん
ど
う

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
空
き
缶
入
」
は
、
紙
く
ず
な
ど
の

ゴ
ミ
入
れ
で
は
な
く
、
設
置
し
て
あ
る

場
所
は
ゴ
ミ
の
集
積
場
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
家
庭
な
ど
か
ら
出
る
ゴ
ミ
や
危

険
物
は
、
必
ず
決
め
ら
れ
た
日
に
、
決

め
ら
れ
た
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
動
販
売
機
の
設
置
者
(
管

理
者
)
は
、
大
き
く
て
し
っ
か
り
し
た

回
収
カ
ゴ
(
回
収
容
器
)
を
備
、
ぇ
付
け

ま
し
ょ
う
。

市
内
に
五
百
個
の

「
空
き
缶
入
」
を
設
置

市
と
市
自
治
会
連
合
会
及
び
市
連
合

衛
生
推
進
協
議
会
で
は
、

H

空
き
缶
公
害

の
追
放
u

を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
各
自
治
会
に
「
空
き
缶
入
」
を

設
置
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

現
在
、
市
内
に
は
、
市
で
設
定
し
た

モ
デ
ル
地
区
の
五
十
個
、
自
治
会
単
位

の
四
百
五
十
個
と
合
計
五
百
個
の

「
空

き
缶
入
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

対す
しぺこ

?てれ
、のは
It';告

i主2
8図z
t休み
;及で
Lびな
の雇〈
守広口 、

ti:=広

後
を
絶
た
な
い

。
コ
ミ
の
不
法
投
棄

右
の
写
真
は
、
心
な
い
人
に
よ
り
捨

て
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
山
で
す
。
こ
の
よ
う

に
道
路
、

川
、
山
林
な
ど
に
ゴ
ミ
を
伶

て
る
不
法
投
棄
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
不
法
投
棄
が
あ
れ
ば
す
ぐ

に
調
査
し
、
捨
て
た
人
に
片
付
け
さ
せ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
な
場
合
や
捨

て
た
人
が
不
明
の
場
合
は
、
警
察
へ
通

報
し
、
厳
重
に
処
理
し
て
い
ま
す
。
ゴ

ミ
の
不
法
投
棄
は
、
法
律
に
よ
り
三
か

月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
二
十
万
円
以

下
の
罰
金
と
い
っ
た
重
一
い
罰
に
処
せ
ら

れ
ま
す
。
美
し
い
自
然
を
守
る
た
め
、

ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
方
法
で
処
理
し
ま

'しょ、
7
。
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魚、カ可永くやきれいな川に
市
内
の
市
街
地
を
流
れ
る
川
に
も
、

か
つ
て
は
た
く
さ
ん
の
魚
が
泳
い
で
い

ま
し
た
。

比
H

の
よ
う
な
き
れ
い
な
川
に
し
て
、

住
み
よ
い
環
岐
を
つ
く
ろ
う
と
、
自
治

会
の
皆
さ
ん
、
そ
れ
に
市
述
A
口
衛
生
推

進
協
議
会
、
河
川
愛
必
会
、
公
害
防
止

指
砕
い
は
の
人
た
ち
か
協
力
し
て
、
河
川

の
仙
川
仰
を
か
と
仏
、
定
期
的
に
実
地
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
河
川
出
品
仰
に
加
、
え

て
.
叫
恥
近
で
よ
市
街
地
に
下
水
車
が
布

‘・
2
R
.
a冒
L
，
ド
世
-
h
J

・h
っ
ι
:、
コ
J

えつ広報888号~

も
生
息
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

川
の
汚
れ
の
半
分
以
上
は
、
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
雑
排
水
が
原
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
心
な
い
人

た
ち
に
よ
り
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
、
空

き
ビ
ン
、
廃
材
な
ど
に
よ
っ
て
も
、
か

な
り
汚
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

忠
ま
れ
た
自
然
を
郷
土
に
も
っ
た
私

た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
川
の
汚
れ

に
つ
い
て
深
い
関
心
を
も
ち
、
お

E
い
に

『阿川
川
キ
』
量
、
れ
い
い
に
宇
uF

7

9
恕
力

引
M
品乙

lν

て、

H
W
E
'
d
H
l

よ
い
伺
崎
山
明
キ
』
つ

、

0
7
ふ

Z
l
d

・
7
0

日
年
度
の
公
害
苦
情

簡
易
浄
化
槽
は

矢出沢川(写真)、蛭沢川を定期的に清掃する市民の皆さん

定
期
的
に
清
掃
を

昭
和
五
十
年
五
月
か
ら
条
例
に
よ
り
、

下
水
道
対
象
地
区
以
外
で
家
屋
を
新
築

す
る
と
き
は
、
「
家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化

槽
」
(
一
般
家
庭
で
三
槽
式
、
二
百
日
以

上
の
も
の
)
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

一
方
、
在
来
家
屋
に
は
、
一
万
五
千

円
(
共
同
の
場
合
は
一
万
七
千
円
)
を

市
が
補
助
し
て
、
簡
易
浄
化
槽
の
設
置

を
奨
励
し
、
現
在
で
は
一
万
一
千
余
基

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
別
の
設
置

状
況
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

簡
易
浄
化
槽
は
、
設
置
し
た
ま
ま
で

亡コ 簡易1争化槽

~下水道

下水道及び簡易浄化槽普及状況
(57.3.31現在)

里郡

南部

中央

地
か
ら
郊
外
へ
と
住
宅
が
増
、え
て
い
る
・

地
域
で
、
工
場
や
畜
舎
な
ど
が
一
般
の

住
宅
と
近
接
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が

は
、
浄
化
の
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
清

帰
を
し
な
い
と
、
悪
臭
の
発
生
は
も
と

よ
り
、
汚
泥
が
流
れ
出
て
し
ま
い
河
川

を
汚
し
て
し
ま
い
ま
す
。
清
掃
は
、
二

か
月
に
一
回
は
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

、つ。
ま
た
、
普
段
か
ら
流
し
台
に
紙
の
水

切
り
袋
な
ど
を
用
意
し
た
り
、
油
汚
れ

は
新
聞
紙
な
ど
で
ふ
き
と
っ
て
か
ら
洗

う
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
と
、
簡
易
浄

化
槽
の
清
掃
も
簡
単
に
済
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

99.1 

96.9 

上
回
市
に
は
大
小
た

く
き
ん
の
河
川
が
流
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

65.6 

100% 

ヤマメの稚魚、を放流
昭和56年から、岩清水(行沢)11)で惇ヤマメの稚魚、を

放流してきました。この稚魚、も、現在で、は体長20cmに

成長していることが確認されています。

今年は、 6月18日仕)に岩清水と上室 J'l(室賀川)でヤ

マメの稚魚、3，000匹を放流する予定です。これは、上小

漁業協同組合の御協力によるもので、当日は地元の子

供たちが放流します。

50 

粉石けんに切り替えを

市て・l止、きれいな水、美しい河川ゃを守るため、「合

成洗剤」から「粉石けん」に切り替えていただくよう、

市民の皆さんに協力をお願いしています。

特に、この時期は水で洗濯ができる季節です。この

開会に、ぜひ粉石けんを使用しましょう。

た
め
、
市
で
は
公
共
下
水
道
の
普
及
や

雑
排
水
簡
易
浄
化
槽
の
設
置
を
進
め
て

い
ま
す
。
大
切
な
河
川
を
守
る
た
め
に
も



p 第 888

て
い
ま
す
。
ま
た
、
河
川
流
財
に
加
え

て
、
舷
近
で
は
市
街
地
に
下
水
道
が
布

診
き
れ
.
普
及
，
か
進
む
に
つ
れ
て
、
コ
イ

第 888号~

に
つ
い
て
深
い
関
心
を
も
ち
、
お
互
い
に

河
川
を
き
れ
い
に
す
る
努
力
を
し
て
、

住
み
よ
い
環
境
を
つ
(
り
ま
し
ょ
う
。

日
年
度
の
公
害
苦
情

ビ
l
ク
時
の
半
数
以
下
に

昭
和
五
十
七
年
度
に
生
活
環
境
課
が

受
け
付
け
た
公
害
苦
情
の
総
数
は
、
百

五
件
で
前
年
よ
り
十
九
件
減
少
し
ま
し

た
グ
ラ
フ
山
は
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら

の
苦
情
受
付
件
数
を
年
度
別
に
示
し
た

も
の
で
す
。
苦
情
は
、
昭
和
五
十
三
年

の
二
百
二
十
三
件
を
ピ
ー
ク
に
以
後
減

少
を
続
け
、
五
十
七
年
は
百
五
件
と
ピ

だく特集〉え

山
苦
情
件
数
の
年
度
別
推
移
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202 
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200 

150 

100 

50 

ー
ク
時
の
半
数
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
工
場
な
ど
の
排
水
処
理
施
設

や
防
音
施
設
と
い
っ
た
公
害
防
止
施
設

が
充
実
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
地
域
で
の

公
害
防
止
の
運
動
が
成
果
を
収
め
て
き

た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

グ
ラ
フ
叩
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
の

苦
情
を
種
類
別
に
分
類
し
た
も
の
で
す

が
、
こ
の
中
で
は
騒
音
、
水
質
、
悪
臭

の
苦
情
が
多
く
、
こ
れ
ら
で
全
体
の
七

O
%
を
占
め
て
い

ま
す
。
苦
情
の
発
生

を
地
域
別
に
み
る
と
、
川
辺
、
神
科
、

中
塩
田
の
地
区
で
比
較
的
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
市
街

57年度55 56 

間
苦
情
の
種
類
別
分
類

53 54 52 51 50 49 48 47 46 

東部

北部

西部

城下

塩尻

川 辺
良回

神川

神科

盟殿

中i星回

東Ji町

西I主回

目l所

川西

下

南部

中央

地
か
ら
郊
外
へ
と
住
宅
が
増
、
え
て
い
る
-

地
域
で
、
工
場
や
畜
舎
な
ど
が
一
般
の

住
宅
と
近
接
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
七
月
一
日
か
ら
県
条
例

施
行
に
よ
り
深
夜
営
業
騒
音
(
カ
ラ
オ

ケ
騒
音
)
の
規
制
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

こ
の
件
に
関
す
る
苦
情
は
五
件
で
し
た
。

グ
ラ
フ
仰
は
、

苦
情
に
よ
る
被
害
を

種
類
別
に
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
う

ち
一
番
多
い
の
が
感
覚
的
、
心
理
的
被

害
で
、
全
体
の
八

O
%を
占
め
て
い
ま

す
。
近
年
の
苦
情
の
特
徴
は
、
典
型
的

な
公
害
苦
情
が
減
少
し
、
騒
音
、
悪
臭

な
ど
の
身
近
で
感
覚
的
な
苦
情
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
中
に
は

「
隣
家

の
ク
ー
ラ
ー
音
、
ニ
ワ
ト
リ
の
鳴
声
が

う
る
さ
い
」
と
い
っ
た
苦
情
も
寄
せ
ら

れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
日
常
の
会
話
の

中
で
解
決
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

価
被
害
の
種
類
別
分
類

財産
5% 

( 5 f'牛)

上
田
市
に
は
大
小
た

く
さ
ん
の
河
川
が
流
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

河
川
は
、
飲
料
水
の
水

源
と
し
て
、
ま
た
農
業

用
水
と
し
て
用
い
ら
れ

る
な
ど
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
課
で
は
、

大
切
な
河
川
の
水
質
を

監
視
す
る
た
め
、
市
内

を
流
れ
る
主
要
七
河
川

の
十
二
地
点
で
、
毎
月

一
回
水
質
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
下
の
図
は
、

そ
の
結
果
の
中
か
ら
、

水
質
の
汚
濁
状
態
を
よ

く
表
わ
す

B
O
D
(生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量
)
の
変
化
と
、

環
境
基
準
値
(
水
質
に
対
す
る
行
政
目

標
値
)
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

図
が
示
す
よ
う
に
、
神
川
、
蛭
沢
川

で
は
浄
化
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
ま
た
、
浦
野
川
、
室
賀
川
で
は

以
前
か
ら
良
好
な
水
質
が
保
た
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
他
の
河
川
で
は
環
境
基

準
が
達
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

河
川
の
汚
染
の
原
因
に
は
、
様
々
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
家
庭

か
ら
出
さ
れ
る
雑
排
水
の
占
め
る
割
合

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
住
宅
の
増
加
し
て
い
る
地
域
の
河
川

で
は
水
質
の
悪
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

雑
排
水
に
よ
る
河
川
の
汚
染
を
防
ぐ

河川の水質調査を実施

粉

市でーは V

成洗剤」か

市Eその皆さ

とご

た
め
、
市
で
は
公
共
下
水
道
の
普
及
や

雑
排
水
簡
易
浄
化
槽
の
設
置
を
進
め
て

い
ま
す
。
大
切
な
河
川
を
守
る
た
め
に
も

皆
き
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市内河川の水質(BOD年平均値の推移)

ー一環境基準値

BOD 
(噌 e)

10 
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今
年
も
ア
サ
ガ
オ
で

大
気
汚
染
調
査
を
実
施

光
化
学
ス
モ
J

ク
の
原
因
物
質
で
あ

る
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

(
自
動
ぃ
阜
の
排
気
ガ

ス
な
ど
が
太
陽
か
ら
の
鋲
外
線
に
よ
り

K

何
百
物
質
に
変
化
し
た
も
の
)
に
よ
る

汚
染
を
知
る
簡
単
な
方
法
と
し
て
、
オ

キ
ン
ダ
ン
卜
に
対
し
て
敏
感
に
反
応
す

る
ア
サ
ガ
オ
の
祭
を
用
い
た
大
気
汚
染

調
食
が
あ
り
ま
す
。

生
活
環
境
課
で
は
、
こ
の
ア
サ
カ
オ

を
用
い
た
大
気
汚
染
調
貨
を
、
本
年
度

も
七
月
か
ら
九
月
上
旬
ま
で
行
う
予
定

で
す
。
調
kr
場
所
は
、
市
役
所
駐
卓
場

織
の
花

-Mと
上
田
市
公
害
防
止
抱
導
員

宅
の
合
計
三
卜
八
地
点
で
す
。

こ
の
剥
食
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
か

ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
げ
、
五
十
七
年

度
は
三
卜
凶
調
先
地
点
中
、
二
十
三
地

えつ広報

占
…
に
被
害
が
現
わ
れ
ま
し
た
。
オ
キ
シ

ダ
ン
ト
に
よ
る
ア
サ
ガ
オ
の
葉
に
対
す

る
被
害
は
、
そ
の
濃
度
が

0
・
0
8
P

P
M
を
上
ま
わ

っ
た
自
の
数
日
後
に
現

わ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
昭
和
五
十
七
年
度

は
、
上
田
市
内
の
多
く
の
地
域
に
お
い

て
環
境
基
準
値
(
そ
れ
以
下
で
あ
る
こ

と
が
好
ま
し
い
値
)
の
0
・
0
6
P
P

M
を
超
過
し
た
日
が
数
日
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

上
田
市
は
、
全
国
的
に
も
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
濃
度
が
高
い
地
域
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
最
高
濃
度
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
が
夜
間
に
出
現
す
る
と
い
う
特
徴
も

あ
わ
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六

環境美化運動 ・一斉行動日

( 5月29日)

( 5月30日)

空き缶投棄防止対策

河川ハトロール

河川水質調査

公害防止指導員研修会

し尿浄化槽維持管理指導

河川清掃

ー日清掃日

家庭雑排水浄化対策

廃棄物の分別徹底と

有効利用の啓発

環境保護月間行事予定表

環境美化運動の日
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選

挙

公

報

選
挙
区
逃
出
議
H
H
の
選
挙
で
は
、
供

数
を
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄

り
て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

年
度
か
ら
環
境
庁
な
と
の
調
査
が
行
わ

れ
、
関
東
地
方
か
ら
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
が

流
入
す
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
判
明

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
か
ら
昭
和
六
十

年
度
に
か
け
て
は
、
各
種
研
究
機
関
に

よ
る
調
査
が
引
き
続
き
行
わ
れ
る
予
定

で
、
高
濃
度
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
が
出
現
す

る
詳
し
い
機
構
な
ど
に
つ
い
て
も
解
明

さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
大
気

汚
染
物
質
に
は
、
光
化
学
オ
キ
シ
タ
ン
ト

の
他
に
も
四
物
質
(
二
酸
化
イ
オ
ウ
・

一
酸
化
炭
素
・
浮
遊
粒
子
状
物
質
・
二

般
化
窒
素
)
あ
り
ま
す
。
昭
和
五
十
七

年
度
、
こ
れ
ら
四
物
質
の
上
田
市
内
で

の
測
定
結
果
は
環
境
基
準
を
達
成
し
て

い
ま
す
。

あ

の
他 雑
人草

どJ

上
田
市
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の
あ
き

地
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
雑
草
が
生
え

る
季
節
に
な
り
ま
す
。
雑
草
が
生
え
る

と
環
岐
を

mう
は
か
り
で
な
く
、
才
ズ

こ
や
へ
ヒ
の
巣
と
な
り
、
周
凶
の
人
家

に
迷
惑
を
か
け
、
農
作
物
に
も
大
き
な

叶
眠
主
ロ
キ
』
与

d
Lみ
Z
十

?
+
m
mは
w

附
に
l
u

こ

ら
な
い
こ
と
な
ど
が
条
件
に
な
リ
ま
す

の
で
、

設
置
が
予
定
さ
れ
ま
す
お
宅
で

は
、
な
に
と
ぞ
期
間
中
の
設
費
場
所

今
年
も

作
品
を
募
集

一

県
で
は
、
今
年
も
環
境
保
護
月
間
事

一
業
の
一
環
と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
や
作
文

一
な
ど
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

置

〈
応
募
資
絡
〉

，

o
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
は
小
中
学
生

O
標
語
は
小
中
学
生
及
び
一
般
県
民

調
。
空
き
缶
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
、
標
語
は

F

小
中
高
生

一

〈
応
募
作
品
の
内
容
〉

一

生
活
環
境
、
自
然
保
護
、
不
法
投
棄
、

一
公
害
防
止
、
空
き
倍
の
散
乱
防
止
な
ど

一
に
関
す
る
も
の

う
い
っ
た
苦
情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

す
。市

の
「
あ
き
地
の
環
境
保
全
に
関
す
る

条
例
」
で
は
、
あ
き
地
の
所
有
者
(
管

理
者
)
に
は
雑
草
を
刈
り
取
る
な
ど
し

て
、
あ
き
地
の
即
時
五
備
を
せ
巾
に
行
う
よ
う

定
め
て
い
ま
す
。
所
有
者
(
管
理
者
)

は
、
少
な
く
と
も
年
二
回
は
革
を
刈
り

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

。」 し
時 尿
1 3!j争
反目 i正 化
号 "¥し槽
4a lいは
理式! 菅

r ~ 1.主
主~ Iを
直の。

寄

附

の

〈
応
募
方
法
〉

一

O
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
は
八
月
三
十
一
日
，

ま
で
に
上
小
地
方
事
務
所
総
務
室
へ
唱

。
標
語
は
八
月
一
日
ま
で
に
県
環
境
白

w

然

保

護

課

へ

一

〈
そ
の
他
〉

詳
し
い
募
集
要
領
に
つ
い
て
は
、
上
小
'

地
方
事
務
所
総
務
室
生
活
環
境
係
(
宮

，一

⑫
1
2
6
0
内
線

2
6
8
)
へ
お
問
い
ι

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

一

標
語
で
上
野
さ
ん
が
入
選

一

昨
年
、
県
が
募
集
し
た
標
語
の
部
に
一

次

の

方

が

入

選

し

ま

し

た

。

一

マ
育
て
よ
う
自
然
を
守
る
目
と
心
ー

上
野
敏
一
さ
ん
(
下
青
木
)

明

で
す
が
、
日
常
の
管
理
を
怠
る
と
浄
化

さ
れ
な
い
汚
水
が
水
路
や
河
川
に
流
れ

出
て
、
悪
臭
な
ど
近
所
の
人
々
に
迷
惑

を
か
け
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
き
れ
い

な
浄
化
槽
に
す
る
よ
う
心
掛
け
て
、
機

能
が
正
し
く
働
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
内
に
は
、
八
百
余
の
し
尿
浄
化
槽

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
設
訳
し
て

い
る
人
に
は
定
期
的
な
点
検
と
市
川
仰
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
点
検
、
維

持
管
理
な
ど
を
行
う
た
め
、
し
尿
浄
化

槽
維
持
管
理
組
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

全
員
加
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

同
組
合
の
お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
環
境

課
環
境
指
導
係
へ
(
雪
⑫
4
1
0
0
内

抽
略

q
u
n
u
q
4
v
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選

挙

公

報

遊
争
以
必
山
ι
明
日
以
の
必
挙
で
は
、
候

納
行
め
氏
名
、
い
い
叫
悦
也
、
政
U
子
レ
佐
山
内

H

制
し
た
巡
挙
公
報
が
、
ま
た
比
例
代
表

選
出
議
以
の
選
挙
に
お
い
て
は
、
届
出

政
党
名
、
政
見
、
名
簿
登
載
者
の
氏
名
、

経
歴
な
ど
を
記
載
し
た
選
挙
公
報
が
、

そ
れ
ぞ
れ
発
行
さ
れ
ま
す
。

各
自
治
会
長
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願

い
し
て
全
世
幣
に
お
配
り
し
ま
す
。
自

治
会
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
理

由
で
、
↑
脱
出
飲
送
達
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
万
一
未
着
の
場
合
は
、
各
支

所
ま
た
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
予
備

く選挙特集〉一(3)一一一一昭和58年 6月 1日一一一広報うえだ

比
例
代
表
選
挙

比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
い

て
は
、
そ
の
選
挙
運
動
は
従
来
の
個
人

中
心
か
ら
政
党
中
心
へ
と
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
ま
で
の
全
国
選
出

議
員
の
選
挙
に
お
い
て
候
補
者
個
人
に

認
め
ら
れ
て
い
た
文
書
図
画
(は
が
き
、

ビ
ラ
、
選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
)
を
頒
布
し

た
り
、
掲
示
す
る
と
い

っ
た
選
挙
運
動

は
な
く
な
り
、
名
簿
届
出
政
党
が
行
う

新
聞
広
告
、
政
見
波
送
、
選
挙
公
報
、

選
挙
事
務
所
の
設
置
な
ど
に
限
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

選
挙
区
選
挙

選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
い
て

教
を
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄

り
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の

設
置
に
御
協
力
を

選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
で
は
、
選
挙

ポ
ス
タ
ー
の
は
り
だ
す
場
所
を
選
挙
管

理
委
員
会
が
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
当
市
で
は
、
こ
の
掲
示
場
を
市
内
三

百
八
十
二
か
所
に
設
置
し
ま
す
が
、
場

所
は
、
先
の
県
議
選
と
ほ
ぼ
同
じ
と
こ

ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

多
数
の
選
挙
人
の
目
に
ふ
れ
易
い
場

所
で
、
し
か
も
通
行
な
ど
の
支
障
に
な

は
従
来
ど
お
り
で
す
。
候
補
者
は
、
決

め
ら
れ
た
範
囲
内
の
文
書
図
画
(
は
が

き
、
ビ
ラ
)
の
頒
布
、
選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
な
ど
に
よ
る
選
挙
運
動
の
ほ
か
、
立

会
演
説
会
で
の
演
説
や
、
個
人
演
説
会
、

街
頭
演
説
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

だ
れ
に
で
も
で
き
る
選
挙
運
動

名
簿
届
出
政
党

h

-

v

-

P

ー

や

、

候

補

者

が

行

商

岩

却

ま

う
選
挙
運
動
の
ほ
、

官

，

.

，
{

か
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
で
き
る
選
挙

運
動
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

O
選
挙
運
動
用
は
が
き

選
挙
運
動
用
と
し
て
表
示
を
受
け
た

は
が
き
を
候
補
者
か
ら
も
ら
っ
て
知
人

な
ど
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
(
た

ミ
や
へ
ヒ
の
巣
と
な
り
、

周
囲
の
人
家

に
迷
惑
を
か
け
、
農
作
物
に
も
大
き
な

被
害
を
与
え
ま
す
。
市
役
所
に
も
、
こ

ら
な
い
こ
と
な
ど
が
条
件
に
な
り
ま
す

の
で
、
設
置
が
予
定
さ
れ
ま
す
お
宅
で

は
、
な
に
と
ぞ
、
期
間
中
の
設
置
場
所

的
従
供
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
“

設
置
期
間
は
、
五
月
二
十
七
日
か
ら

六
月
二
十
八
日
ご
ろ
ま
で
の
予
定
で
、

掲
示
板
は
ベ
ニ
ヤ
板
(
縦
九
十
セ
ン
チ

×
横
百
八
十
セ
ン
チ
)
一
枚
の
大
き
さ

と
な
り
ま
す
。

立
会
演
説
会
の
開
催

選
挙
区
選
出
議
員
の
候
補
者
立
会
演

説
会
は
、
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

と
き
:
・
六
月
十
二
日
同
午
後
七
時
三

十
分

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
民
会
館

だ
し
、
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に

関
す
る
文
言
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る

選
挙
運
動
用
通
常
は
が
き
を
頒
布
す
る

こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
ま
す
)
記
載
す
る

内
容
は
、
虚
偽
や
公
序
良
俗
に
反
す
る

こ
と
の
な
い
か
ぎ
り
自
由
で
す
。

こ
の
は
が
き
は
、
必
ず
定
め
ら
れ
た

郵
便
局
に
出
す
、
」

と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

運

動

O
個
人
演
説
会

個
人
演
説
会
で
、
応
援
演
説
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

O
個
々
面
接

電
車
、
パ
ス
、
あ
る
い
は
道
路
上
で

た
ま
た
ま
友
人
や
知
人
に
出
会
い
、
そ

し
尿
浄
化
槽
は
、
水
洗
式
ト
イ
レ
の

汚
物
を
個
々
の
家
庭
で
処
理
す
る
装
置

寄

附

禁

止

公
職
の
候
補
者
な
ど
は
、

時
期
や
選

挙
に
関
係
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

名
目
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
選
挙
区
内
に

あ
る
者
(
者
と
は
、
個
人
は
も
ち
ろ
ん

国
・
県
・
市
町
村
や
会
社
・
事
業
所
・

団
体
・
組
合
・
神
社
・
寺
・
自
治
会
な

ど
、
個
人
・
法
人
す
べ
て
含
む
)
に
対

し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

候
補
者
な
ど
と
は
、
候
補
者
が
、
ニ

れ
か
ら
立
候
補
し
よ
う
と
す
る
意
志
が

あ
る
人
、
本
人
の
行
動
な
ど
か
ら
見
て

立
候
補
の
意
志
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
人
、
す
で
に
公
職
に
あ
る
人
な
ど
を

総
称
し
ま
す
。

の

の
機
会
を
利
用
し
て
投
票
を
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

O
電
話
に
よ
る
投
票
依
頼

電
話
で
投
票
を
依
頼
す
る
こ
と
は
、

原
則
と
し
て
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
で

き
ま
す
。

一

は
っ
き
り
政
党
名
や
候
補
者
の
氏
名
、

を
い
っ
て
投
票
を
依
頼
し
て
も
よ
い
し
、

だ
れ
に
か
け
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
運
動
も
、

実
際
に
で
き
る
の
は
、
立
候
補
の
届
け

出
が
済
ん
だ
と
き
か
ら
投
票
日
の
前
日

ま
で
で
す
。

ま
た
、
公
務
員
や
特
定
の
人
は
他
の

法
律
で
禁
止
や
制
限
を
受
け
ま
す
。

同
組
合
的
お
問
い
合
わ
せ
は
せ

H
F崎
将

課
環
境
指
導
係
へ
(
含
⑫
4
1
0
0
内

線

3
0
2
)

O
禁
止
の
戸
例

国
会
な
ど
の
見
学
に
お
み
や
げ
を
く

ば
る
。
花
輪
を
お
く
る
。
供
花
。
奇
典
。

祝
儀
。
病
気
見
舞
。
お
中
元
。
お
歳
件
。

入
学
祝
。
出
産
祝
。
お
祭
り
の
寄
附
。

せ
ん
別
。
う
ち
わ
。
カ
レ
ン
ダ
ー
。
他

の
選
挙
に
選
挙
献
金
や
政
治
献
金
を
お

く
る
。
酒
食
の
提
供
。
正
月
な
ど
、
自

宅
に
来
た
者
に
酒
食
を
提
供
す
る
。
給

与
の
返
上
。
色
紙
を
お
く
る
。
表
彰
状

に
記
念
品
を
つ
け
る
。
協
賛
金
。
賛
助

金
。
催
し
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
協
鈴

金
な
ど
の
支
出
な
ど
金
品
を
お
く
る
こ

と
。
園
、
県
、
市
町
村
に
寄
附
す
る
こ

と
。
匿
名
ま
た
は
他
人
の
名
儀
に
よ
る

寄
附
。
社
会
事
業
団
体
に
す
る
寄
附
。

単
に
滞
在
中
の
者
に
対
す
る
寄
附
。
そ

の
他
い
か
な
る
名
儀
で
あ
っ
て
も
寄
附

行
為
と
み
ら
れ
る
も
の
。

O
寄
附
の
要
求

選
挙
区
内
の
公
職
の
候
補
者
な
ど
に

対
し
て
、
寄
附
を
求
め
た
り
、
勧
誘
し

て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
や
県
や
市
町
村
な
ど
か
ら

補
助
金
、
利
子
補
給
な
ど
を
受
け
た
り

請
負
契
約
や
物
品
納
入
契
約
、
そ
の
他

特
別
の
利
益
を
伴
う
契
約
の
当
事
者
(
個

人
、
会
社
、
そ
の
他
の
法
人
な
ど
)
は

寄
附
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
そ
の
相
手
方
は
候
補
者
、

政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
で
あ
る
こ
と

を
問
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
親
族
の
場
合
は
除
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。



広報うえだ く選挙特集〉一一-11州 J58年 6}-j1 B-一一(4)ー

スポーツにもルール。 1/1 選参にもルール。
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輸
してはいけない

選挙運動

戸
別
訪
問
の
禁
止

戸
別
訪
問
と
は
、
選
挙
運
動
の
た
め

に
、
連
続
し
て
戸
別
に
選
挙
人
の
居
宅

を
訪
問
す
る
こ
と
で
す
。
{
(
円
公
庁
、

会
社
、
工
場
、
事
業
所
な
ど
も
戸
別
の

な
か
に
は
い
り
ま
す
)

さ企

FLt
・

-
F同

γ
だ
ゆ
け
功
日
間
同
ー
し
，
、

t
u
e
ぞ
の

状
況
、
内
容
な
ど
に
よ
り
戸
別
と
み
な

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
玄
関
内

に
入
ら
ず
軒
先
、
庭
な
ど
で
あ
っ
て
も

戸
別
訪
問
に
該
当
し
ま
す
。
単
な
る
あ

い
さ
つ
、
名
刺
を
お
い
て
あ
る
く
こ
と

な
ど
も
い
け
な
い
こ
と
で
、
何
人
も
戸

別
訪
問
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
場
合
、
立
候
補
届
出
後
で
あ
る
か
、

立
候
補
の
決
意
前
で
あ
る
か
は
、
同
罪

の
成
立
に
影
響
が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

署
名
運
動
の
禁
止

選
挙
に
関
し
投
票
を
し
て
も
ら
う
た

め
、
ま
た
は
投
票
を
さ
せ
な
い
目
的
で
、

選
挙
人
に
対
し
署
名
運
動
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
気
投
票
の

公
表
の
禁
止

何
人
も
、
選
挙
に
関
し
、
公
職
に
就

く
べ
き
人
を
予
想
す
る
人
気
投
票
の
経

過
ま
た
は
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て

い
ま
す
。

飲
食
物
の

提
供
の
禁
止

何
人
も
、
選
挙
運
動
に
関
し
て
は
、

そ
の
名

P
は
そ
一
¥
為
・
ノ

7

と
、
飲
氏

物

(
な
ん
ら
加
工
し
な
く
て
も
そ
の
ま

ま
飲
食
に
供
し
得
る
も
の
。
た
と
え
ば
、

料
理
、
弁
当
、
酒
.
ヒ
ル
、
ノ
ユ
|

末
広
町
の
巻

ス
、
果
物
、
菓
子
な
ど
)
を
提
供
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
候
補
者
が
選
挙
運
動
員

や
労
務
者
を
慰
労
す
る
目
的
で
飲
食
物

を
提
供
す
る
。
第
三
者
が
候
補
者
を
激

励
す
る
た
め
に
、
陣
中
見
舞
と
し
て
候

補
者
な
ど
に
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と

も
い
け
ま
せ
ん
。

陣
中
見
舞
に
清
酒
を
も
っ
て
い
き
ま

す
が
こ
れ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

公
職
の
候
補
者
な
ど
寄
附
禁
止
め
条

項
に
ふ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
じ

ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
お
茶
や
日
常
も
ち
い
ら
れ

て
い
る
程
度
の
菓
子
は
さ
し
っ
か

、え
あ

り
ま
せ
ん
。

連
呼
行
為
の
制
限

病
院
、
学
校
、
立
会
演
説
会
場
な
ど

の
付
近
で
は
静
か
に
す
る
な
ど
の
制
限

が
あ
り
ま
す
。

気
勢
を
張
る

行
為
の
禁
止

何
人
も
、
選
挙
運
動
の
た
め
に
自
動

車
を
つ
ら
ね
、
ま
た
は
隊
ご
を
く
み

は
ち
巻
を
し
た
り
旗
な
ど
を
た
て
て
往

来
す
る
な
ど
は
、
気
勢
を
張
る
行
為
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

挙選 E 
E挙 Fミ

動運 11¥7 
者動 ニ二
にの 4・F
村た ~ーしめ Hしヨ

ー笠
銭挙寿喜

バ止

ま
れ
た
閑
静
な
住
宅
街
で
す
。

今
の
上
田
高
校
の
所
に
あ
っ
た
殿
様
刊

屋
敷
の
東
南
に
位
置
し
、
火
急
の
役
を
へ

担

っ

た

す

、

こ

と
を
送
っ
た

り
、
約
束
す
る
こ
と
、
ま

た
、
飲
食
物
を
提
供
し
、
芝
居
や
遊
覧

旅
行
に
案
内
し
た
り
、
そ
の
他
相
手
方

に
慰
安
な
ど
を
与
、
え
て
歓
待
す
る
こ
と

は
買
収
に
該
当
し
ま
す
。

選
挙
妨
害
の
禁
止

候
補
者
に
つ
い
て
、
デ
7

を
と
ば
し

た
り
、
選
挙
人
、
候
補
者
、
選
挙
運
動

員
な
ど
を
お
ど
か
し
た
り
、
演
説
、
集

会
、
交
通
な
ど
を
妨
害
し
た
り
、
選
挙

用
の
ポ
ス
タ
ー
を
破
い
た
り
、
投
票
に

干
渉
し
棄
権
を
す
す
め
た
り
し
て
選
挙

の
自
由
を
さ
ま
た
げ
る
と
選
挙

の
自
由

妨
害
の
罪
と
な
り
ま
す
。

選
挙
後
の
あ
い
さ
つ

行
為
の
制
限

選
挙
後
の
あ
い
さ
つ
行
為
は
期
日
の

定
め
は
な
く
、
文
章
、
口
頭
、
会
合
な

ど
を
利
用
し
て
す
る
こ
と
は
制
限
さ
れ

て
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
の
制
限

無
検
印
、
無
証
紙
の
ポ
ス
タ
ー
を
事

業
所
、
事
務
所
な
ど
に
掲
示
す
る
た
め

頒
布
す
る
場
合
で
も
違
反
と
な
り
ま
す
。

よ
く
屋
内
用
な
ど
と
い
っ
て
無
検
印

の
も
の
は
よ
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
つ
土
冗
っ
き
け
ぷ
め
句
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
屋
内
用
と
称
し
て
窓
の
内

側
に
貼
付
し
通
行
人
に
見
、え
る
よ
、
7
な

.、

t
は
A

理

E
で
す
。覧

開
票
の
と
き
・
と
ニ
ろ

開
票
は
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
開
票
状

況
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
人
数

制
限
が
あ
り
ま
す
。

開
票
所
と
な
る
学
校
内
を
よ
ご
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
・
:
六
月
二
十
六
日
側
午
後
七
時

三
十
分

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
立
清
明
小
学
校
体
育

館

選挙

上田市選挙管理委員会
(ft③4100内線571有線②0901)

ん
み

よ

ノ

;

け
きれい

よ心が
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と

・
主
上
.

I
・e.
ド
ザ
恥
J

叶
な
L
F
E

む
a

戸
別
の

J

J
も

ea

，，

A

一

-f

な
か
に
は
い
ト
り
ま
す

J

ま
h

e
.

，

H
d
d
d
訪
問
L
て
も
そ
の

わがまち上回⑦

'
v
-
L
'
h
v
m
v
L

i

'

勺
主

仲
d

1

2

'

J

F

f

ま
飲
食
に
供
し
得
る
も
の
。
た
と
え
ば
、

料
理
、
弁
当
、
酒
、
ヒ
ー
ル
、
ジ
ュ
!

1

1

末
広
町
の
巻

。

限
配
か
と
い
う
名
で
親
し
ま
れ
て
い
た

末
広
町
は
、
南
部
地
区
内
八
つ
の
自
治

会
の
中
で
も
世
帯
数
八
十
数
戸
の
小
き

な
町
で
、
国
鉄
上
回
駅
や
商
庖
街
に
近

く
、
市
役
所
や
商
工
会
議
所
な
ど
に
囲

今
回
は
、
南
部
地
区
自
治
会
連
合
会

の
末
広
町
か
ら、

婦
人
防
火
隊
を
組
織

し
て
い
る
防
火
体
制
を
紹
介
し
ま
し
ょ

、「
，，

。

選
挙
運
動
の
た
め
、
選
挙
人
ま
た
は

選
挙
運
動
者
に
対
し
、
金
銭
、
物
ロ
聞
な

末広町婦人防火隊の皆さんと自治会役員の皆さん

ま
れ
た
閑
静
な
住
宅
街
で
す
。

川

今
の
上
田
高
校
の
所
に
あ
っ
た
殿
係

屋
敷
の
東
南
に
位
置
し
、
火
急
の
役
を
。

拘
っ
た
家
米
の
住
印
刷
や
馬
屋
い
か
、
こ
の
川

こ
ろ
ま
で
残
っ
て
い
ま
し
た
。
今
、

当

r

時
の
住
家
は
近
代
的
に
新
築
さ
れ
、
馬
J

が
自
動
車
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
当
時
、

敵
に
容
易
に
攻
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
、

道
幅
を
狭
く
見
通
し
の
き
か
な
い
道
と
~

し
た
形
態
が
そ
の
ま
ま
残

っ
て
い
て
、

消
防
車
や
ゴ
ミ
収
集
車
の
往
来
を
困
ら
川

せ
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ベ
川

ッ
ド
タ
ウ
ン
的
な
町
に
も
な

っ
て
い
ま
/

す
。

川

「
も
し
も
火
災
が
起
き
た
ら
:
」
こ
〉

れ
は
、
皆
さ
ん
の
恐
れ
て
い
る
こ
と
で
川

す
。
「
各
戸
の
備
え
を
し
っ
か
り
と
」
を
川

み
ん
な
の
願
い
と
し
て
、
三
角
バ
ケ
ツ
へ

を
各
戸
に
備
、
ぇ
、
上
田
高
校
の
堀
近
く
川

に
貯
水
槽
を
作
り
、
立
型
消
火
栓
も
備
川

、
え
ま
し
た
。
春
と
秋
の
防
災
訓
練
に
は
/

全
員
が
参
加
し
て
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
男
性
の
少
な
い
町
を
守
る
た
め
川

に
、
市
内
で
は
他
に
四
地
区
し
か
持
つ

て
い
な
い
婦
人
防
火
隊
を
二
十
五
名
で
~

組
織
し
て
い
ま
す
。
二
年
前
に
は
婦
人
~

用
小
型
ポ
ン
プ
が
配
置
さ
れ
、
訓
練
に
川

励
ん
で
い
ま
す
。

「備
え
と
訓
練
・
と
お
互
い
の
助
け
合
/

う
和
と
、
一
人
一
人
の
火
を
出
さ
な
い

注
意
が
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
の
町
は
{
寸
ら
川

れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
自
治
会
長
川

さ
ん
は
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ん
。
ま
で
、
庭
内
用
と
称
し
て
窓
の
内

側
に
貼
付
し
通
行
人
に
見
え
る
よ
う
な

こ
と
は
違
反
で
す
。

弓ミ

標準地価格を閲覧

fu 
口

表格価

地
価
公
示
法
(
昭
和
四
十
四
年
法
第
地

四
九
号
)
第
七
条
及
び
地
価
公
示
台
帳
準百

示

閲
覧
規
程
(
昭
和
四
十
九
年
上
田
市
告

4

示
一
二
号
)
に
よ
り
、
昭
和
五
十
八
年
年

地
価
公
示
に
係
る
図
書
を
次
に
よ

り

一

明

般
の
閲
覧
に
供
し
ま
す
。

引

昭
和
五
十
八
年
五
月
十
一
日

上
田
市
長
永
野
裕
貞

閲
覧
場
所
・
・
・
市
役
所
企
画
調
整
課
及
び

塩
田
・
川
西
・
豊
殿
支
所

閲
覧
日
・
:
六
月
一
日
か
ら
三
年
間
(
日

曜
日
、
祝
日
、
そ
の
他
市
の
休
日
を

除
き
ま
す
)

閲
覧
時
間
・
・
・
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

そ
の
他
・
:
閲
覧
を
御
希
望
の
人
は
、
係

員
に
申
し
出
て
そ
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

JC， 
(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) 

(標9)準地に
(10) (11) 

標準I也の ついての
標準地の

標iY，地市の他計に画法係
1平方メ 標準地 標準地の 標準地の前 水道、ガ

鉄道その る都
標準地 標準地の所在及び地番並

ートル当 のI也Ffi
~~W :t也

利用の現
標準地の周辺の土地

面道路の状 ス供給施
他の主要 法そ

番号 ぴに住居表示
たりの価 (ml 

の形状
1兄

の利用の現況
j兄 設及び下 な交通施 令の制限てa

格円 水道の笠 設と の接 主要なもの
備の状況 近の状況

上回 上田市繰「縁がが丘丘1丁目2431 65.600 322 1 : 1. 2 住宅 W2 建中規棋並の一般住宅が 南 4m市道
水道、ガ 上回

語雇a}団雨主衝。0住Z居-ヒE専2001 一1 番 2 I ~:/)， fr 1 -27-55J ち ぶ住宅地域 ス 2.1km 

大「手 2丁目 5652番 1外
94.000 185 1. 2: 1 住宅 W2 中多規模既の一般住宅が 酋 4m市道 水道下、ガ 上回

嘩F担
2 大手 2-5-8J い成住宅地域 ス 、 水 900m 

中「央中 1丁目5136番13 430.000 106 1 : 1. 5 庖宮市 W2 ぶ各科路線専商門庖業が地建域ち並 西18m国道 水道下、ガ 上回
⑩( 5商OOI ~ 

5-1 央 1-3-3J ス 、 水 300m 
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青少年の非行化防止に活躍

えつ広報

:青少年相談・直通電話を開設 ;

市では、この 4}-Jから、 子似たさんの

ことで心配ことや凶リごとなどの州議

:を受けるため、直通1正ij首を開設しまし

:た。お気軽に御相談ください

ft22-8080 
フウ 7 、レ〆〈レ h 

/相談時間は、平日が午前 9時~午後1
¥ 5時、土H催日は午前 9時~正午。 )

4月28日つ少年補導委以総会て¥次の皆さん(下表参附)が

市長~~を1:け、少年制i当事委只に此任されました。少年相Iì持

委員は、内 dì 会推r.t\i 90名、各学校推Jt':;，の教自rli29名、上回 4:~察

署婦人補!.t，¥H 2名の合計121名で組織されています。

補1#委只の併さんは、街頭補導を中心に環境浄化、少年札l

aなど、背少年の非行化 防止 、健全育成に ifi~起きれています。

市民皆さんみ御理解、 fIfIJ協力をお願いします。

(市少年育成セ ンタ一宮⑫ 4100内線680>

少年補導委員

(~~称略 )

'屯話

38-4567 

38-3540 

31-3389 

31-2303 

31-2369 

31-3791 

25-1999 

31-2535 

昭和58・59年度少年補導委員名簿

自治会 |屯話 11地区| 氏 名 | 自治会|電話 11地区| 氏 名 |白治会

泉 町 124-615411 1児玉 享|御 所 127-34341別|石河手IJ 唯|分去

踏入 122一194611 北 沢貞子 |中 村 122-370511所|背木重雄|院内

中 常国 122-01111|塩 |塩野崎正春|下海尻 125一136311浦l笠原必治|浦 野

下常 国 124ー 76321|門 |滝沢一美 |秋 和 122-514211 西沢為男 | 岡

材木 町 122-863311尻 |馬場康夫 |上 塩尻 123-285611里 |所勝 利 男 |仁 古 田

上常 田 122一187311 湯浅二三夫|合 升 127-78561|崇|池田 昌 |上室 f'i
北 常国 124-39231|川|高 山 望 |下之条 122-508811 ~;l 1赤羽亮二 |小 炭

本 町 125-17211辺|松 井 守男 |吉田 124-6764-11 iit 1堀 正重 |下室 H

鷹匠 町 122-388711 : 1塩 川 いずみ |川 辺町 123-135811 c学校関係補導委員〕

末広 町 122一50301|泉|山 浦李夫 |川 辺 町 124-606111 倉 島 勲|消明 小 122-0804 

南天神町 122一235611田 |斎藤栄三|神 畑 125-03881城 |飯品直子 |西 小 122-0419 

泉 平 122一564811 高 柳 知子 |川 辺 町 123一161411 小林重之l北 小 123-1621 

松尾 町 127-l2l811一|小林 克吉|大 屋 135-053611 内 堀 和 久 |塩尻 小 122一1904

大 手町 123-24651|仰|中村 真弓 |岩 下 135-08071北 |回玉達徳 |二 中 122-0103 

北天神町 124-603711 小 沢信一 |久保林 135-070811 林 典 男 |三 中 122一1622

木 町 122-64321川|飯島 市五郎|下 堀 124-600011 松 田 幾夫 |来 小 122-0105 

丸 堀 町 122-461811 馬場 千代子 |上 沢 122-86381|城|宮沢 修|神川 小 122-5302 

海野 町 122-611611 1寺 口 偏 伸 |染 屋 123-257511 祢津直行|神 科小 122-0652 

原 町 122-01291|神|梅 木 実 |西 野 竹 124一737011 1獄 川村 男 I1!t 1.般小 122-4004 

桜町 127-459211 堀内 樵夫 !大久保 122-924811束|背木 聡|一 中 122-0650 

北 大手 123一261111 1室 山 林一|金 井 122-495411 1相馬 弘|丘中 122-3076 

馬場 町 122-03461科|深 町 守 |山口 123-288611 大 村 議|城下小 123-0708 

上川原柳町127-220111 井出 英 利|伊勢 山 123-053511城|佐藤常治 1JII辺 小 122-5008 

下川原仰町124-084011山|依 田 幸子 |桜 台 136一240611 相場 実 |浦盟小 131-2001 

下 房 山 122-68641|且 |清 水 いさを |下吉 田 135ー 116711 鈴 木 幸伝|主引 小 13ト 2131

愛宕 町 122-9591 11 ，，'C 1上 野寛堂|矢 沢 122-402111 森 大造 |小 泉 小 122-5013 

上紺屋町 122~766411 悶|柴崎 和 彦 | 下 郷 125-64411|西|坂 井 幹 |四 中 122ー 2753

鍛冶 町 123-180011...1金 井好 一 |舞 回 138-228411 中 沢 郁 夫 い11西 中 131-2014 

新 田 122一705311T 1関 沈 |上 本郷 138-2021 11 ..村田和良 |中出臼小 138-2515 

緑が丘北 123-091811 i1; 1蒔田嘉造 |五 加 138一22571|塩 |橋 詰 忠 義 |来以田小 138-2717 

緑が 丘 122-486511 m 1回中光男|下本 郷 138一576711 篠 原やよい |西出回小 138-2555 

新 屋 122-693411ー|安 藤 悦 二 |上小 島 138-289111田|石 井 真弓|別 所 小 138-2038 

緑が丘西 122-208311甫 |伊 藤芳 忠 |下之郷 138-209711 羽田光 夫 |塩 田中 138-2501 

諏訪部 122-54571二 |清 水足 一 |鈴子 138-225411 . 1原 泰 道|城 南 高 122-0412 

城 北 122-119611:1西川 住男 |中 組 138-48431|高 |長谷川良 一 |上田 高 122-0002 

下紺屋町 122-391811山|高 野与 夫 |下 組 138-233011 杉 崎 減 |上回千幽高122一7070

新 町 122-58071丙|荒井 今朝雄|野 倉 138-735111校|高 地典雄l上回東高 122-0101 

中之 条 124一25241|二|勅使川原 功|手 塚 138-406811 小山和男|染谷丘高 122-0435 

三 好町 124-02221|士|竹内 輝 雄|塩田新町 138-257611 c幸子察関係補導委員〕

朝日 ケ丘 122一778411田|児 玉澄 男|西前山 138-524811 宮 坂れん子 凶田警察署

諏 訪 形 124-469311 小林 幸治 |大 場 138-245011 増 尾 はる子 |上回答察署

22-3565 

22-3565 

(地区関係術科委只〕

m=土コ
須田忠之

車|藤沢一夫

笠原世為子

吉川文故

増田 芙美子

部l長崎秀昭

田中 生 男

竹内トイミ

高!中沢勝子
l田中幸余

田中勇次

佐ぬ光雄

部l山口紀美子

l竜町'かつ子

上 村常子

山口 嘉代子

中|荻野久和夫

三 紙 l圭 二

島田正樹

山 本正 一

史 | 志 摩 充 彦

調 i色徹

小 松佳 子

jtl笠原美智子

玉石 I:e:五
王tf'万Z芋
山甫皆 tft

部卜ーι--ニ
出厚- 7J.耳

漏百τち享
日向かつら

西ト互互玉三
!若藤安子

塚本

太国は'"'8:
部企旦 -E一実
雪 国下「一事
士林1亙一葉

県互二ヨ
j長杉直次

H止崎IDiiτ
市 -妄亙手

募
集
し
ま
す
。

資

格
:
・
健
康
で
水
泳
経
験
の
あ
る
三

十
歳
ま
で
の
人
(
学
歴
、
性
別
は
間

す
)

賞

品

:
賞
品
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。



戸別 888

4月28

市長委嘱

委只は、

君婦人補

補導委

談など、

市民皆さ

〈市少年

部 888号、

気
を
つ
け
て

だ

契
約
時
に
甘
い
言
葉

えつ

雑
誌
自
動
販
売
機

ー (7)一一一一昭和58年 6月 1日 広 報

の
設
置

青
少
年
対
策
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

こ
こ
数
年
来
、
市
内
各
所
に
ポ
ル
ノ

雑
誌
専
門
の
自
動
販
売
機
が
設
置
さ
れ

る
主
つ
に
な
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、

非
行
化
防
止
に
悪
い
彬
轡
を
与
え
て
い

ま
す
。

業
者
は
、
自
動
販
売
機
設
置
の
契
約

を
す
る
際
、
地
権
者
に
は
「
週
刊
誌
や

マ
ン
ガ
本
を
販
売
す
る
機
械
で
、
全
く

手
数
を
か
け
る
こ
と
は
な
く
、
機
械
を

置
い
て
い
た
だ
く
だ
け
で
一
台
に
つ
き

よ小美術展に出昂しだ人で市内にお住ま

いの上小美術会会員の皆さんに市役所五

庁舎の2階から6階ぎで(工レバーターの

出入口吋近)合計8校の給を飾ってい疋だ

いています。市役所へお越しのときは、こ

の力作をぜひ御覧く定さい。

月
一
万
円
支
払
う
」
な
ど
と
言
葉
巧
み

に
依
頼
し
て
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
ま
で
の
実
例
で
は
、

業
者
は
い
っ
た
ん
契
約
す
る
と
、
雑
誌

の
内
容
を
ポ
ル
ノ
雑
誌
の
よ
う
な
有
害

雑
誌
に
替
、え
て
い
き
ま
す
。
も
し
、
こ

の
よ
う
な
実
態
に
な
っ
た
ら
、
青
少
年

対
策
室
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
然
運
動
公
園
プ
ー
ル

市
営
。
フ
l
ル
の

監
視
員
を
募
集

体
育
課
施
設
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
7

自
然
運
動
公
園
管
理
事
務
所

宮
⑩
7
1
9
5

市
で
は
、
自
然
運
動
公
園
プ
ー
ル
と

市
営
プ

l
ル
の
監
視
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

資
絡
:
・
健
康
で
水
泳
経
験
の
あ
る
三

十
歳
ま
で
の
人
(
学
歴
、
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
)

勤
務
時
間
・
・
・
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時

日

給

:
・
男
子
三
千
七
百
円
、
女
子
三

千
六
百
円

人
員
・
期
間
:
・
若
干
名
、
約
三
か
月

必
要
書
類
・
:
自
筆
の
履
歴
書
、
写
真
添

付
の
こ
と

「
ク
リ
ー
ン
オ
リ
エ
ン

ア
ー
リ
ン
グ
」
に

御
参
加
を

長
野
県
オ
リ
エ

ン
テ

l
リ
ン
グ
委
員

会
上
小
分
会
で
は
、
次
に
よ
り
「
ク
リ

ー
ン
オ
リ
エ

ン
テ
|
リ

ン
グ
」
を
実
施

し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
、
御
参
加
く

だ
さ
い
。

と
き
・
:
六
月
十
九
日
嗣
午
前
九
時
ま

で
に
集
合
(
正
午
に
解
散
予
定
)

と
こ
ろ
・
:
別
所
温
泉
・
相
染
閣
前
広
場

参
加
者
・
:
三

1
五
人
の
グ
ル
ー
プ
で
構

成
参
加
費
・
・
・
無
料

持
ち
物
・
:
軍
手
(
ご
み
拾
い
用
)

形
式
:
・
ポ
イ

ン
ト
オ
リ
エ
ン
テ

l
リ

ン
グ
(
途
中
で
ご
み
拾
い
を
行
い
ま

す
')

賞
品
・
:
賞
品
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

ー
上
回
築
城
四
百
年
祭
記
念
H
H

上
回
さ
っ
き
大
展
示
会

を
開
催
し
ま
す

上
回
さ
っ
き
会
で
は
、
今
年
も
次
の

と
お
り
「
第
二
十
回
上
回
さ
っ
き
大
展

示
会
」
を
聞
き
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん

の
御
来
観
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
・
:
六
月
四
日
出
か
ら
六
月
八
日

附
午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時

と
こ
ろ
・:
上
回
公
園
内
総
合
展
示
館

父

御協力 通渋滞

だく の
さ 解消

い に

訂

正

しの院療 三第
まはの機 べ八「
す 、休関 l八 広
。木・診ージ五報
曜日覧、号う
臼 が表子のえ
の 水・の宮「だ
誤曜中(保」
り日で 頭.，健四
でと 、 ) だ 月

すな国ガよ十
のつ立 ン り 六
でて東検」日
訂い信診中発
正る病医の行

あなたの考えを市政提言電話に電波は正しく使いましよう

ft25-2539(留守番電話)

市では、「市政提言電話」を設置しています。あな

たの建設的な御意見、御提案をお待ちし ています。

開設時間は、午前 9時から午後 8時までです。

電波法違反防止旬間6/1--6/10

信越電波監理局では、 6月 1日制から 10日間を「電

波法違反防止旬間」と定め、電波法違反の未然防止

に努めています。不法無線局は、テレビやラジオの

受信を妨害するなど、社会問題になっています。

法秩序を乱す不法無線局を追放しましょう 。
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四
月
三
十
日
現
在

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
制
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

西
前
山

え

児
玉
小
一
郎
さ
ん

滝
湾
も
、
江
さ
ん

(中
央
六
丁
目
)

中
津
山
夫
さ
ん

久
保
田
正
常
さ
ん

竹
内
タ
マ
ヨ
さ
ん

(中
央
西
一
丁
目
)
下
紺
屋
町

小

山

一

公

さ

ん

千

曲

町

小

津

恩

凡

さ

ん

小

泉

六
川
普
附
さ
ん

大

久

保

田
中
吉
次
郎
さ
ん

(
天
神

一
丁
目
)

愛
宕
町

中
之
条

森

つ広報

北
天
神
町

御
寄
付
お
礼

次
の
皆
様
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

マ
山
越
完
吾
機

(
中
野
区
)

石
け
ん

U
ニ
ト
例
入
五
十
川
削
、

ジ
ャ

ス
ト
二
十

何
事
人
十
州
社
全
福
祉
他
設
と
生
活

搭

Fe'm
ル
醇
広
市
内
μ
院
官
名

1
九
ヘ

6月16日

9号

七
九

斎
藤
武
明
さ
ん
み
す
ず
台
南

堀

内

き

し

の

さ

ん

三

好

町

小
崎
か
祢
さ
ん

(
触
が
丘
三
丁
目
)
繰
が
丘
西

塩

入

ゃ

い

ご

さ

ん

手

塚

宮

原

基

さ

ん

柳

沢

南

波

信

辰

さ

ん

下

室

賀

松
田
菊
子
さ
ん

(
大
手
一
丁
目
)

清
水
道
贋
さ
ん

矢
口
絵
美
さ
ん

堀
之
内
ツ
ル
ノ
さ
ん

飯
島
栄
次
さ
ん

(
大
手
一
丁
目
)

井
津
百
枝
さ
ん

児
玉
宗
秋
さ
ん

西
谷
卓
也
さ
ん

小
川

ハ
ル
子
さ
ん

春
日

猛

さ

ん

戸
島
三
利
き
ん

岩
井
た
つ
よ
さ
ん

木
島
き
だ
さ
ん

末
広
町

畑

山
千
曲
町

下

郷

七五七
六八七

末
広
町

越

戸

上

沢
千
曲
町

蛇

沢
上

沢

院

内
下

組

六八四七
O 二八八

八

マ
久
保
田
き
せ
梯

(倉
升
)

魔
法
ビ

ン

十

本

老

人
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ

マ
上
回
水
泳
協
会
様
電
動
式
屋
外
用

時
計

一
個

市

営
プ
ー
ル

へ

マ
妙
光
寺
樟

三
万
円

社

会

福

祉

基

金
の
積
立
金
と
し
て

マ

細

川

泉

機

(中
央
四
)

置
時
計

一
側
、
掛
時
計
一

側

左
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

マ
晶
画
軒

m
w
b宮
崎
標

で
E
fH
m門

ふ
車
内
的
制
m
h
U
M
ふ
車
t
p
u
l
レ
イ
L

。
八
六

(
緑
が
丘
一
丁
目
)

増
津
徳
男
さ
ん

松
村
今
宵
さ
ん

(
常
磐
城
三
丁
目
)

半

田

四

さ

ん

堀
内
喜
美
子
さ
ん

矢
幡

積

さ

ん

高
遠
安
則
さ
ん

高

橋

茂

さ

ん

寺

島

亨

さ

ん

(中
央
六
丁
目
)

高
島
正
巳
さ
ん

(
中
央
四
丁
目
)

石
山
は
っ
き
ん

(材
木
町
一
丁
目
)

金

泰

鉱

さ

ん

(中
央
二
丁
目
)

北
山
マ
ス
エ
さ
ん

和

田

浅

さ

ん

福

田

重

さ

ん

酒
井
忠
男
さ
ん

押

金

司

さ

ん

清
水
義
友
さ
ん

武
居
栄
子
さ
ん

阪
本
禎
清
さ
ん

(天
神
四
丁
目
)

竹
内
保
道
さ
ん

清
水
本
次
さ
ん

久
保
田
貞
子
さ
ん

土
田
義
美
さ
ん

関

隆

子

さ

ん

(
中
央
二
丁
目
)

甲
田
沖
廃
さ
ん

高
間
沼
山
れ
も

g
d
t
m町
長、

t
ん

七
七

九
二

七
八

六
六

六八六
000九

六七五五四五七六
六二八八 O 一五六

緑
が
丘

院

内
諏
訪
部

大
久
保

下
小
島

上
本
郷

上
塩
尻

諏
訪
形

愛
宕
町

丸
堀
町

材
木
町

横

町
三
好
町

上
小
島

朝
日
ヶ
丘

上
塩
尻

下
青
木

上
室
火

浦

野

北
小大 小仁 天
井 古 神
田屋泉 田 町

横

町
五

加

トム
iE主
制

H

七
六

七
七

深
井
正
巳
さ
ん

西
濃
正
視
さ
ん

中
山
源
次
郎
さ
ん

有
川
虞
志
さ
ん

{
呂
浮
き
よ
志
さ
ん

荒
井
倉
次
さ
ん

(
踏
入
二
丁
目
)

清
水
庫
嘉
さ
ん

竹

内

誠

さ

ん

北
津
た
つ
子
さ
ん

土
屋
ト
ミ
子
さ
ん

山
崎
義
文
さ
ん

竹

花

燕

さ

ん

坂
田
う
ま
さ
ん

程
島
幸
三
郎
さ
ん

北
村
文
子
さ
ん

五四八四九六
四 三 O 三一 七

七
四

八七
五

七
主

七
五

八
二

五
二

六一二
八
五

八
九

八
二

テレビによる防災キャンペーン
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県では 、テレビ による防災 キャンペーンを

次のとおり欣映 しています。

長野放送(NBS)テレビ信州、I(TSB) 

社会保険出張相談日一つ

く6月> i 

(第 1火叫日 7日 t 
第 3火曜日 21 B ~ 

会場…松尾工業株式会社(川辺町) E 

[第 2火曜日 14日 ぐ
*千曲川右岸地区 i タl第 4火曜日 28日 6 

; 会場一一手町)
0各会場とも 午前 9時一午後 3時

~.~旦ノh三ノ早~、&市唱/苧宙々、也〆宇宙串唱/早~ト唱ノ宇唱J苧唱/ト也/ト唱~事

七七七六六
八七四 O 八

六七九六七五五七八六
二一四六七六七二五四午 前 9 : 55-10 : 00 

「そのときあなたは?

午前11: 25-11 : 30 

fごぞんじですか?

女子曲川左岸地区

ーくら しの中の防災一」

% 
裏山はだいじようぶ

かしら?

鉄砲水つてなに?

浸水したら、

どうすればいいの?

% 

% 

ー防災ミ ニ百科一」
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